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平成27年6月末日現在(前月比)
●人口：31,570人

前月比（+34） 
●男：15,337 人……（+20）
●女：16,233 人……（+14）

●世帯数：12,789 世帯……（+19）

平成27年度介護保険について ……………

夏のクリエイトシネマ開催 …………………

臨時福祉給付金の手続きについて ………
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P9
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　8月から介護保険制度が変わります。また、３年に１度の
保険料算定年度にあたるため、保険料の基準額も変更にな
ります。

　夏休みのお楽しみ！ 今年の映画は「ヒックとドラゴン
２」です。

　今年も所得の低い方の負担を考慮し、臨時福祉給付金が
支給されます。
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☎092（947）1111（代表）
FAX 092（947）7977（代表）

　
10
月
に
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
に
基

づ
き
、
一
人
一
つ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
流
れ
や
利
用
場
面
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

古紙パプル配合率100％再生紙と環境にやさしい植物油インキを使用しています

●
住
民
票
を
有
す
る
す
べ
て

の
人
に
一
人
一
つ
の
番
号

（
12
桁
）
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

中
長
期
在
留
者
や
特
別
永
住

者
な
ど
の
外
国
人
も
対
象
で

す
。

●
住
民
票
に
登
録
さ
れ
て
い

る
住
所
（
10
月
５
日
時
点
）

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
を

簡
易
書
留
（
転
送
不
要
）
で

世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。

●
通
知
を
確
実
に
受
け
取
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
現
住
所
と
住
民
票
の
住

所
が
異
な
る
方
は
、
変
更
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
原
則

と
し
て
、
一
生
同
じ
番
号
を

使
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

希
望
す
る
人
は
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
取
得
で
き
ま
す
。

●
10
月
か
ら
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
、
平
成
28
年
１
月
か

ら
順
次
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
一
緒

に
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

性
別
、
個
人
番
号
、
有
効
期

間
、
本
人
の
顔
写
真
な
ど
が

記
載
、
表
示
さ
れ
る
の
で
、

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

●ｅ
―
Ｔａ
ｘ
な
ど
が
行
え

る
電
子
証
明
書
が
標
準
搭
載

さ
れ
ま
す
。

●
初
回
交
付
手
数
料
は
無
料

で
す
。

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

発
行
、
交
付
は
12
月
末
で
終

了
し
ま
す
。

●
そ
れ
ま
で
に
交
付
さ
れ
た

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、

有
効
期
間
ま
で
使
え
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
更
新
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と

の
重
複
所
持
は
で
き
ま
せ

ん
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方
が
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
取
得
し
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
廃
止
、
回
収

し
ま
す
。

　

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公

共
団
体
な
ど
で
、
年
金
や
雇

用
保
険
、
医
療
保
険
の
手
続

き
、
生
活
保
護
、
児
童
手
当

そ
の
他
福
祉
の
給
付
、
確
定

申
告
な
ど
の
税
の
手
続
き
と

い
っ
た
、
法
律
に
定
め
ら
れ

た
事
務
（
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
）
に
限
り
利
用
さ

れ
ま
す
。

（
例
）

●
児
童
手
当
現
況
届
を
提
出

す
る
と
き
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
入
、
提
示
。

●
厚
生
年
金
を
受
け
取
る
手

続
き
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

年
金
事
務
所
に
提
示
。

●
勤
務
先
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
提
示
し
、
源
泉
徴
収
票
な

ど
に
記
載
。

　

皆
さ
ん
の
情
報
を
適
切
に

把
握
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

に
存
在
す
る
情
報
が
同
一
人

の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
る
制

度
で
す
。
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
３
つ
の
効
果
が
あ

り
ま
す
（
右
下
図
参
照
）。

　

個
人
情
報
が
外
部
に
漏
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
他
人
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用
す
る

な
り
す
ま
し
が
起
こ
る
の
で

は
な
い
か
な
ど
の
懸
念
の
声

も
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
安
心
・
安
全
に
利
用

す
る
た
め
次
の
個
人
情
報
保

護
の
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。

●
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員

会
に
よ
る
監
視
・
監
督

●
罰
則
の
強
化

●
個
人
情
報
の
分
散
管
理

（
今
ま
で
ど
お
り
個
人
情
報

は
各
機
関
が
管
理
保
有
す

る
）

●
シ
ス
テ
ム
の
ア
ク
セ
ス
制

限
・
通
信
の
暗
号
化　

●
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
設
置

（
自
分
の
個
人
情
報
が
ど
の

よ
う
に
や
り
と
り
さ
れ
て
い

る
か
確
認
で
き
る
）
な
ど

※
９
月
号
に
も
関
連
記
事
を

掲
載
し
ま
す
。

マイナンバー
の付番

町から交付準備が
できた旨の通知書
を送付。役場の窓口
に来庁し本人確認の
うえ交付。

マイナンバーの
通知とともに
「個人番号カード
交付申請書」
を郵送

平成27年10月 平成27年
10月～12月 平成28年1月～

◎個人番号カード交付申請書に
は、名前・住所などをプレ印刷。
写真を添付し、署名・捺印し返
送するだけで申請完了。
◎スマートフォンで写真を撮
り、オンラインでも申請可能。

◎個人番号カードの取
得は任意で交付手数料
については初回無料。
◎来庁は1回で済みま
す。

申請・交付スケジュール マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
通
知

（
平
成
27
年
10
月
以
降
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
使
い
方

（
利
用
場
面
）

（
平
成
28
年
１
月
以
降
）

制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と

安
心
・
安
全
な

仕
組
み
づ
く
り

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

に
つ
い
て

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

発
行
・
利
用
期
間

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

が
通
知
さ
れ
ま
す

10月から

通知カード
（イメージ）

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

  

問
い
合
わ
せ

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

●
日
本
語 

☎
０
５
７
０（
２
０
）０マ

１イ

７ナ
ン

８バ
ー

●
外
国
語
（
英
語
・
中
国
語
・

韓
国
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・

ス
ペ
イ
ン
語
）

☎
０
５
７
０（
２
０
）０
２
９
１ 

受
付
時
間

　

平
日
９
時
30
分
〜
17
時
30

　

分
（
土
・
日
、
祝
日
、
年

　

末
年
始
除
く
）

※
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
で
つ

な
が
ら
な
い
場
合
は
、

☎
０
５
０
（
３
８
１
６
）  

９
４
０
５
ま
で
。

・
役
場
財
政
課
情
報
シ
ス
テ

ム
推
進
係
（
内
線
３
８
４
）

個人番号カード
（イメージ）

手続きが正確で
早くなる

マイナンバー制度　３つのメリット

面倒な手続きが
簡単に

給付金などの
不正受給防止
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８
月
か
ら
介
護
保
険

制
度
が
変
わ
り
ま
す

①
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

利
用
者
負
担
限
度
額
が
一
部

の
方
に
つ
い
て
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

　

同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護

保
険
の
利
用
者
負
担
（
同
一

世
帯
に
複
数
の
利
用
者
が
い

る
場
合
は
世
帯
合
算
）
が
一

定
額
を
超
え
た
と
き
に
支
給

さ
れ
る
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
」
の
所
得
な
ど
に
応
じ

た
所
得
区
分
に
「
現
役
並
み

所
得
者
」
が
新
設
さ
れ
ま
す

（
表
１
参
照
）。

②
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

65
歳
以
上
の
方
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き

の
自
己
負
担
が
１
割
か
ら
２

割
に
変
わ
り
ま
す
（
図
１
参

照
）。

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
際

し
、
所
得
の
低
い
方
々
へ
の

負
担
の
影
響
に
配
慮
し
、「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
が
今
年
も

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

８
月
中
旬
に
、
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
世
帯（
方
）

あ
て
に
、
申
請
書
を
発
送
し

ま
す
。
届
い
た
方
は
、
郵
送

ま
た
は
持
参
の
上
、
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者
／
平
成
27
年

日
（
金
）

●
場
所
／
役
場
１
階
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
／
役
場
福
祉

課
福
祉
係
（
内
線
２
２
２
）

◎
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
こ
ち
ら

・
厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ

ル　

☎
０
５
７
０（
０
３
７
）

１
９
２

・
厚
生
労
働
省
「
２
つ
の
給

付
金
」
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.2kyufu.jp/

度
分
町
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
除
き

ま
す
。

・
あ
な
た
を
扶
養
し
て
い
る

方
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護

者
と
な
っ
て
い
る
場
合

な
ど　

●
支
給
額
／
対
象
者
１
人
に

つ
き
６
０
０
０
円

●
申
請
期
間
／
８
月
31
日

（
月
）
〜
平
成
28
年
１
月
29

臨
時
福
祉
給
付
金
の

手
続
き
に
つ
い
て

平
成
27
年
度

　

わ
が
国
は
、
東
京
圏
へ

の
人
口
集
中
が
続
く
な

か
、
地
方
で
は
人
口
減
少

の
著
し
い
地
域
が
発
生
し

て
い
て
、
国
際
的
に
み
て

も
日
本
が
突
出
し
て
首
都

圏
へ
の
人
口
集
中
の
割
合

が
高
く
、
今
後
も
上
昇
傾

向
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

総
務
省
が
調
査
を
行
っ

た
人
口
増
減
割
合
別
の
地

点
調
査
で
は
、
２
０
５
０

年
に
は
居
住
地
域
の
２

割
が
無
居
住
化
と
な
り
、

63
％
の
地
点
で
現
在
の
半

分
以
下
に
人
口
が
減
少
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
状
で
年
間

10
万
人
超
の
東
京
圏
へ
の

人
口
流
入
に
歯
止
め
を
か

け
、
東
京
圏
と
地
方
の
人

口
の
転
出
入
を
均
衡
さ
せ

る
た
め
に
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
東
京
圏
か
ら
地
方

へ
の
転
出
を
４
万
人
増
加

さ
せ
、
地
方
か
ら
東
京
圏

へ
の
転
入
を
６
万
人
減
少

さ
せ
る
と
の
基
本
目
標
を

立
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
目
標
に
お
け

る
町
の
取
り
組
み
と
し

て
、
移
住
希
望
者
へ
の
支

援
体
制
の
推
進
、
企
業
誘

致
に
お
け
る
拠
点
強
化
や

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

誘
致
な
ど
を
推
進
し
ま

す
。ま
た
、森
林
セ
ラ
ピ
ー

の
企
業
研
修
誘
致
な
ど
観

光
面
に
お
い
て
も
魅
力
発

信
に
努
め
ま
す
。

　

次
回
は
、
基
本
目
標
③

「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か

な
え
る
」
で
す
。

②
地
方
へ
の

　

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
お
け
る
総

合
戦
略
策
定
に
お
い
て
、
今
後
の
施
策
の
方

向
性
と
し
て
４
つ
の
基
本
目
標
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
基
本
目
標
の
２
つ
目
「
地
方
へ

の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
で
す
。

創
生
総
合
戦
略

ま
ち

ひ
と し

ご
と

４
つ
の
基
本
目
標

No.3

所 得 要 件
住民税世帯非課税

の部分が新たに追加されます。

別世帯に配偶者がいる
場合は、別世帯の配偶
者も住民税非課税

資産要件

預貯金等が一定額（単
身で 1,000 万円、夫婦
で2,000万円）以下＋

65歳以上の人

１割負担 ２割負担

年金
収入

その他の
合計所得

単身280万円、
２人以上世帯
346万円

同一世帯の65歳以上の人の

＋ <

本人の合計所得
金額が

160万円未満

本人の合計所得
金額が

160万円以上

左
記
以
外
の
場
合

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、

現
況
届
に
よ
り
前
年
の
所
得
状

況
や
生
計
関
係
な
ど
の
審
査
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届

け
出
が
な
い
と
、
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
手
当

を
受
け
て
い
な
い
方
で
も
、
一

定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
は

通
知
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

な
ど
を
添
え
て
、
こ
ど
も
育
成

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
児
童
扶
養
手
当

◇
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

●
提
出
日
／
８
月
３
日
（
月
）

〜
31
日
（
月
）
※
土
・
日
除
く

●
持
っ
て
く
る
物
／
通
知
書
、

認
め
印
、
手
当
証
書
、
健
康
保

険
証
な
ど

※
必
ず
受
給
資
格
者
本
人
が
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
対
象
（
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
）

　

何
ら
か
の
理
由
で
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
場

合
や
、
父
ま
た
は
母
の
心
身
に

障
が
い
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
に

対
し
て
、
児
童
が
18
歳
に
達
し

た
年
度
末
ま
で
（
児
童
が
政
令

で
定
め
る
障
が
い
の
状
態
に
あ

る
と
き
は
20
歳
に
達
す
る
ま

で
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
、支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ま
で
は
、
公
的
年
金
な

ど
を
受
給
で
き
る
場
合
、
児
童

扶
養
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成
26
年
12
月
か

ら
は
、「
公
的
年
金
給
付
等
の

額
」
が
「
児
童
扶
養
手
当
の
額
」

を
下
回
る
と
き
は
、
差
額
分
の

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
手
当
月
額
（
27
年
４
月
分
か

ら
改
定
）

児
童
１
人
…
９
９
１
０
円
〜

４
万
２
０
０
０
円（
10
円
刻
み
）

児
童
２
人
…
５
０
０
０
円
加
算

児
童
３
人
以
上
…
１
人
に
つ
き

３
０
０
０
円
加
算

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

◇
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状

況
届

●
提
出
日
／
８
月
11
日
（
火
）

〜
９
月
10
日
（
木
）

※
土
・
日
除
く

●
持
っ
て
く
る
物
／
通
知
書
、

認
め
印
、
手
当
証
書
な
ど

●
支
給
対
象
（
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
）

　

国
内
に
住
所
が
あ
り
、
精
神

ま
た
は
身
体
に
中
度
以
上
の
障

が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は

母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ

て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

※
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
障
が

い
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を

受
給
で
き
る
場
合
は
、
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

●
手
当
月
額
（
27
年
4
月
分
か

ら
改
定
）

対
象
児
童
１
人
当
た
り

１
級
（
重
度
）
５
万
１
１
０
０

円
、
２
級
（
中
度
）
３
万
４
０

３
０
円

●
提
出
・
問
い
合
わ
せ
／
役
場

こ
ど
も
育
成
課
児
童
係
（
１
階

８
番
窓
口
・
内
線
２
５
１
）

児童扶養手当・特別児童扶養手当制度
の受給者は届けを

平成 27年度

についててに

護 険介 保

表1

図 2

図 1

所得区分 自己負担限度額 ( 月額 )

現役並み所得相当 44,400円 ( 世帯 )

一　　般 37,200円 ( 世帯 )

市町村民税世帯非課税 24,600円 ( 世帯 )

年金収入 80万円以下など 15,000円 ( 個人 )

新設

同一世帯に課税所得145万円以上の65歳以上の人がいて、
年収が単身世帯 383 万円以上、2人以上世帯 520 万円以
上の人

③
所
得
が
低
い
方
で
施
設
お

よ
び
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
利

用
し
て
い
る
方
の
食
費
・
居

住
費
補
助
（
負
担
限
度
額
認

定
）
の
適
用
要
件
に
資
産
要

件
な
ど
が
加
わ
り
ま
す
（
図

２
参
照
）。

介
護
保
険
料
が

　
　

決
定
し
ま
し
た

　

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険

料
決
定
通
知
書
が
福
岡
県
介

護
保
険
広
域
連
合
か
ら
８
月

上
旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
今

年
は
、
３
年
に
１
度
の
保
険

料
算
定
年
度
に
当
た
る
た

め
、
保
険
料
の
基
準
額
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
皆
さ

ん
の
保
険
料
で
成
り
立
つ
制

度
で
す
。
保
険
料
納
付
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
役
場
福
祉

課
高
齢
者
支
援
係

（
内
線
２
２
４
）



広 報 さ さ ぐ り〈行　政〉 平成27年8月1日 No.6363

　町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
か
ら
町
の
社
会
教
育
プ
ラ

ン
を
も
と
に
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
と
こ
れ
か
ら

進
め
て
い
き
た
い
事
業
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
校
区
別
地
域
づ

く
り
事
業
や
公
民
館
を
使
っ

て
の
事
業
な
ど
に
つ
い
て
各

校
区
の
代
表
や
社
会
福
祉
協

議
会
の
方
か
ら
活
動
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

◆
篠
栗
町
の
社
会
教
育
プ
ラ

ン
（
抜
粋
）

１
．
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り

の
推
進

・
心
豊
か
に
学
ぶ
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り

・
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

充
実

・
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

・
人
権
尊
重
の
心
を
育
て
る

教
育
の
推
進

・
文
化
遺
産
の
継
承
と
保
護

・
図
書
館
の
機
能
充
実

２
．
青
少
年
の
健
全
育
成

　

６
月
21
日
、ク
リ
エ
イ
ト
篠
栗
で
「
よ
ろ
こ
び
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
昨
年
ま
で
の
「
社
会
教
育
関
係

団
体
等
研
修
会
」
を
改
称
し
、
み
ん
な
で
考
え
語
り
合
い
、
よ
ろ
こ
び
と
ふ
れ
あ
い

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
公
民
館
を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」。
身
近
な
公
共
施
設
で

あ
る
公
民
館
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
生
か
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
、
何
が
で
き
る
の
か
。
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
あ
ふ
れ
る
講
演
を
聞
き
な
が

ら
参
加
者
と
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

・
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

・
明
る
く
、
た
く
ま
し
い
青

少
年
の
育
成

３
．
小
学
校
区
ご
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

・
住
民
の
「
絆
」
に
よ
る
安

全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り

・
校
区
ご
と
の
特
色
あ
る
地

域
活
動
の
支
援

篠
栗
小
校
区
づ
く
り

実
行
委
員
会　

代
表

　

十
時　

宏
徳
さ
ん

　

校
区
づ
く
り
は
、
子
ど
も

た
ち
を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
活
動
中
は
み
ん
な
笑

顔
で
、
別
れ
る
と
き
は
「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
幸

せ
い
っ
ぱ
い
篠
っ
子
広
場
」。

私
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
と
会

う
た
び
に
た
く
さ
ん
の
幸
せ

を
も
ら
い
ま
す
が
、
校
区
づ

く
り
は
「
私
の
仕
事
で
も
な

い
、
あ
な
た
の
仕
事
で
も
な

い
、
誰
の
仕
事
で
も
な
い

こ
と
」
を
担
当
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。「
一
人

の
一
歩
よ
り
百
人
の
一
歩
」。

大
勢
参
加
し
て
一
緒
に
や
ろ

う
、
で
き
る
人
が
で
き
る
と

き
に
で
き
る
範
囲
で
取
り
組

も
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
合
言
葉
を
も
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

せ
と
っ
子
を

育
て
る
会　

会
長　

梶
原　

秀
康
さ
ん

　

地
域
の
人
々
が
出
会
う
機

会
を
も
ち
、
相
互
の
理
解
を

深
め
、
連
携
を
図
っ
た
活
動

を
行
う
こ
と
で
子
ど
も
た
ち

を
健
全
に
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
親
と
子
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
方
々
が
気
軽
に
参
加

で
き
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
が
図

れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
み
ま
も
り
、
学
校

支
援
、
環
境
・
芝
生
、
せ
と
っ

子
ま
つ
り
の
４
部
会
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
少

『
公
民
館
を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
』

〜
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
の
輪（
和
）
〜

「
よ
ろ
こ
び
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」フ
ォ
ー
ラ
ム

な
い
人
数
で
活
動
し
て
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
理
解

と
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

北
勢
門
校
区
地
域
づ
く
り

協
議
会

　会
長

　野
見
山

　宏
孝
さ
ん

　

今
年
で
８
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
み
ず
す
ま
し
の
会
」
を

中
心
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
開
催
の
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
昨
年
初

め
て
幼
稚
園
児
が
参
加
し
た

こ
と
で
幅
広
い
年
代
が
集
ま

り
、
大
盛
況
で
し
た
。
継
続

が
本
当
に
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
北
勢
門
小
学
校
の

校
歌
に
「
流
れ
も
清
き
多
々

良
川
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い

つ
ま
で
も
清
い
流
れ
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め

て
、
毎
月
第
２
土
曜
日
に
役

員
で
多
々
良
川
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
11
月
と

２
月
に
は
全
体
清
掃
と
し

て
、
篠
栗
北
中
学
校
の
生
徒

と
地
域
の
方
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

篠
栗
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

町
田　

美
希
さ
ん

　
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」
は
高
齢
者
の
た
め

の
サ
ロ
ン
で
、
全
行
政
区
の

　豊
か
な
発
想
で
目
か
ら
ウ

ロ
コ
の
ま
ち
づ
く
り
仕
掛
け

人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
今

泉
さ
ん
を
招
き
、
視
点
を
変

え
て
地
域
や
も
の
を
見
て
み

る
こ
と
な
ど
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
が
詰
ま
っ
た
講

演
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
活
動

や
小
学
校
区
単
位
の
ま
ち
づ

く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
」

で
す
。

　

人
と
人
を
結
び
つ
け
る
に

は
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
必

要
で
、
そ
れ
が
増
え
て
き
ま

す
。
最
初
は
よ
く
て
も
、
10

年
も
過
ぎ
る
と
や
る
こ
と
自

体
が
目
的
に
な
り
が
ち
で

す
。
こ
れ
か
ら
脱
却
す
る
方

法
は
、
視
点
を
変
え
る
こ
と

で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
巻
き

込
む
、
趣
味
や
特
技
を
生
か

す
な
ど
、
視
点
を
変
え
て
地

域
や
も
の
を
見
る
の
が
大
切

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
新

た
な
地
域
資
源
が
見
え
て
き

ま
す
。
人
の
顔
が
異
な
る
よ

う
に
、
地
域
の
顔
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
地
域
ら
し
さ
を
生

か
し
て
、
何
事
も
プ
ラ
ス
に

と
ら
え
て
関
係
者
の
意
識
を

高
め
て
い
く
の
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
瞬
間
移
動
で
い
ろ
い
ろ

な
人
に
成
り
代
わ
り
、
そ
の

人
の
立
場
に
な
っ
て
物
事
を

考
え
、
周
囲
や
地
域
な
ど
を

よ
く
見
て
行
動
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
み
て
ど
う
思
う
か
、

困
っ
た
状
況
で
あ
れ
ば
ど
う

し
て
も
ら
い
た
い
か
を
考
え

ま
す
。
や
っ
て
も
ら
い
た
い

こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
自

分
が
や
れ
る
範
囲
で
、
無
理

な
く
や
れ
る
こ
と
を
実
践
し

ま
す
。

　

地
域
の
活
動
に
は
、「
２
・

６
・
２
の
法
則
」
が
あ
り
ま

す
。
前
向
き
な
人
が
２
割
、

足
を
引
っ
張
る
人
が
２
割
、

６
割
は
様
子
を
見
て
い
ま

す
。
こ
の
人
た
ち
は
、
優
勢

に
な
っ
た
ほ
う
に
さ
っ
と
動

き
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
６

割
の
人
た
ち
を
動
か
せ
る
よ

う
に
頑
張
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
、
公
民
館
活
動
が
住
み
よ

い
町
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
を
一
人
一
人
が
理
解
し
な

い
と
、
結
局
は
誰
か
が
や
れ

ば
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
全
然
興
味
を
示
さ
な
く
な

り
、
結
果
的
に
住
み
に
く
い

町
に
な
る
と
自
分
自
身
が
困

り
ま
す
。

　

一
日
に
一
つ
で
も
二
つ
で

も
い
い
の
で
、
生
き
て
い
る

喜
び
を
感
じ
る
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
も
の
に
目
を
向
け

て
、
そ
れ
が
人
の
た
め
に

な
っ
て
自
分
の
た
め
に
な

る
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
篠

栗
町
に
し
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。

「
篠
栗
町
の
社
会
教
育
プ
ラ
ン
」

〜
い
ま
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
〜

講
演
「
よ
ろ
こ
び
と
ふ
れ
あ
い
に

　
　
　
　
　

満
ち
た
公
民
館
づ
く
り
」

 　
　

講
師
：
㈱
ま
ち
づ
く
り
計
画
研
究
所 

今
泉　

重
敏
さ
ん

公
民
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
区
の
福
祉
協
力

員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
サ
ロ

ン
を
運
営
し
、
区
長
や
民
生

委
員
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
お
も
に
一
人
暮

ら
し
や
日
中
独
居
の
方
の
外

出
・
交
流
の
機
会
と
し
て
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事

を
し
て
い
て
、
バ
ス
ハ
イ
ク

を
年
２
・
３
回
程
度
実
施
し

て
い
ま
す
。
区
に
よ
っ
て
開

催
回
数
は
違
い
ま
す
が
、
昨

年
度
は
、
延
べ
１
８
１
回
、

５
９
１
９
人
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。
身
近
な
場
所
で
開

催
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
参

加
し
や
す
く
、
閉
じ
こ
も
り

や
認
知
症
の
予
防
と
な
る
こ

と
、
地
域
で
顔
の
見
え
る
関

係
が
作
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の

効
果
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
・
子
育
て
サ

ロ
ン
」
は
、
子
育
て
中
の
親

子
が
気
軽
に
集
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
と
お
し
て
交
流

を
深
め
る
、
仲
間
づ
く
り
の

場
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
運
営
し
、
現
在
４

つ
の
行
政
区
の
公
民
館
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
、
転
勤
で
篠

栗
町
に
来
た
と
い
う
お
母
さ

ん
た
ち
も
多
く
い
て
、「
顔
見

知
り
が
で
き
、
慣
れ
な
い
環

境
で
の
不
安
が
薄
れ
た
」「
話

し
相
手
が
で
き
て
う
れ
し
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
和

田
の
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
さ

ん
の
よ
う
に
、
地
域
を
巻
き

込
み
な
が
ら
活
動
の
幅
も
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

運
営
人
材
の
確
保
や
未
開

催
地
域
の
親
子
へ
の
対
応
な

ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
子
育
て
親
子
が

気
軽
に
安
心
し
て
集
ま
る
こ

と
が
で
き
る
場
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
場
、
情
報
交
換

が
で
き
る
場
と
し
て
の
サ
ロ

ン
を
継
続
で
き
る
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
も
、
公

民
館
を
拠
点
に
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
実

施
で
き
る
サ
ロ
ン
活
動
を
続

け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

研

　修

テ
ー
マ

第一部

第二部
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子
ど
も
神
輿
協
賛 

（
順
不
同
）

大
日
寺

（
庄
崎
良
清
二
十
八
番
札
所
）

西
日
本
環
境
整
備
㈱

篠
栗
営
業
セ
ン
タ
ー

（
医
）泯
江
堂　

三
野
原
病
院

㈱
エ
フ
コ
ー
プ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行 

篠
栗
支
店

福
岡
銀
行　

篠
栗
支
店

篠
栗
町
商
工
会

篠
栗
町
観
光
協
会

Ｊ
Ａ
粕
屋　

篠
栗
支
所

田
口
歯
科
医
院

や
ま
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

藤
産
婦
人
科
医
院

武
末
歯
科
医
院

三
田
医
院

篠
栗
病
院

南
蔵
院

㈱
や
き
や
ま

岩
本
工
業
㈱

㈲
朝
日
水
工
業

臼
井
商
店

㈱
ア
ラ
マ
キ

花
田
印
刷

㈲
ア
イ
ア
イ
さ
さ
ぐ
り

村
嶋
饅
頭
店

夢
や

㈱
城
戸
組

梶
原
鮮
魚
店

㈱
土
屋
組

西
日
本
新
聞

エ
リ
ア
セ
ン
タ
ー　

篠
栗

㈱
ニ
ノ
ミ
ヤ

よ
し
み
寿
司

千
鳥
屋
㈱　

篠
栗
店

明
日
香

は
ぎ
お
園
芸

栄
屋

む
ら
し
ま
家
具

旅
館　

亀
乃
屋

喫
茶　

陶
花

て
く
て
く

酒
の
み
な
と
や　

篠
栗
店

だ
い
あ
ん

㈲
た
ま
や

海
の
ま
ん
ま

㈱
篠
栗
交
通

福
岡
篠
栗
モ
ー
タ
ー
㈱

は
ら
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

花
火
大
会
協
賛 

（
順
不
同
）

㈲
ア
イ
ア
イ
さ
さ
ぐ
り

ア
イ
サ
イ
ク
ル　

篠
栗
店

あ
い
れ
ん

明
石
寺（
43
番
）

あ
き
よ
し

㈲
朝
日
水
工
業

明
日
香

ア
ト
リ
エ
髪
芝
居

㈱
阿
部
企
画
工
業

安
倍
畳
店

阿
部　

勝

荒
田
屋
旅
館

㈱
ア
ラ
マ
キ

有
隅　

久
男

安
楽
寺
篠
栗
霊
園

㈱
二
幸　

Ｅ
ス
ペ
ー
ス
篠
栗
店

一
ノ
滝
寺（
40
番
）

㈱
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｕ
Ｅ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

焼
肉
喰
楽　

と
っ
ち

井
上
商
店

井
上
総
合
自
動
車

入
江
製
材
所

岩
田
商
店

上
谷
水
産

㈱
Ｗ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
篠
栗
営
業
所

う
え
む
ら
歯
科
医
院

㈲
ウ
エ
ル
総
合
企
画

う
お
し
ん

㈲
臼
井
商
店

海
の
ま
ん
ま

㈲
ウ
ラ
カ
ミ
保
険
セ
ン
タ
ー

栄
和
歯
研

㈱
エ
ク
ス
テ
リ
ア
篠
栗

恵
比
須
屋

補
陀
洛
寺

エ
フ
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合

㈱
エ
フ
コ
ー
プ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

遠
海
屋
旅
館

煙
巻
ん

延
命
寺（
39
番
）

お
お
し
ま
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈲
大
西
エ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス

お
か
め

お
食
事
処　

豊
栄
館

お
食
事
処　

港
屋

お
な
か
歯
科
医
院

㈲
介
護
セ
ン
タ
ー
こ
こ
ろ

菓
子
工
房　

菓
楽

梶
原
鮮
魚
店

㈲
粕
屋
ク
レ
ー
ン

㈲
粕
屋
薬
局

か
ど
や
旅
館

㈱
城
戸
組

㈲
木
村
商
店

き
も
の
丸
上

㈱
協
和
設
備
工
業

切
幡
寺（
10
番
）

く
す
り
の
あ
べ

熊
っ
子

公
文
式
さ
さ
ぐ
り
西
教
室

蔵
本
歯
科

弘
照
院（
87
番
）

光
洋
石
材
工
業

こ
く
ぶ
歯
科
医
院

こ
こ
ろ 

こ
ろ
こ
ろ
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
資
）小
鶴
石
油

後
藤
襖
内
装
店

子
ど
も
神
輿
会

栄
屋

㈲
﨑
田
塗
装

櫻
木
進
物
本
店

篠
栗
う
ど
ん

さ
さ
ぐ
り
駅
前
歯
科

篠
栗
観
光
バ
ス
㈲

篠
栗
公
園
大
日
寺（
28
番
）

篠
栗
交
通
㈱

さ
さ
ぐ
り
極
楽
霊
苑

サ
サ
グ
リ
ス
ポ
ー
ツ

㈱
篠
栗
清
掃
セ
ン
タ
ー

㈲
さ
さ
ぐ
り
葬
祭

篠
栗
病
院

㈱
篠
栗
不
動
産
セ
ン
タ
ー

篠
栗
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

サ
サ
グ
リ
無
線

篠
栗
郵
便
局

三
角
寺（
65
番
）

サ
ン
ケ
イ
㈱

㈱
サ
ン
ケ
イ
ガ
ス

三
田
医
院

山
王
寺（
61
番
）

山
王
屋
旅
館

参
拝
堂

三
洋
軒

㈱
三
和
興
業

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ｒ
篠
栗
駅

Ｊ
Ａ
粕
屋　

篠
栗
支
所

Ｊ
Ａ
粕
屋　

勢
門
支
所

鹿
見
塚
牧
場

柴
田
建
具
製
作
所

秀
善
寺（
25
番
）

珠
林
寺
薬
師
堂（
35
番
）

商
業
美
術
坂
元

㈲
城
東
工
業

㈱
白
菱
リ
ネ
ン
サ
ー
ビ
ス

真
弘
堂

ス
ー
パ
ー
信

須
賀
神
社

杉
本
屋
旅
館

寿
し
豊

ス
ナ
ッ
ク　

笑

ス
ナ
ッ
ク　

Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｈ

ス
ナ
ッ
ク　

は
る
か

ス
ナ
ッ
ク　

龍

㈱
ス
マ
イ
ル

㈲
住
処

西
部
移
動
商
業
協
同
組
合

西
洋
キ
ッ
チ
ン
は
る
な

㈱
勢
門
製
材
所

千
鶴
寺（
12
番
）

㈱
ゼ
ン
コ
ー
産
業

千
手
院（
83
番
）

祖
聖
大
寺（
85
番
）

だ
い
あ
ん

大
師
堂

大
師
ま
ん
じ
ゅ
う

大
日
屋
旅
館

大
宝
寺（
44
番
）

ダ
イ
レ
ッ
ク
ス　

篠
栗
店

た
か
さ
き

脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

高
瀬
電
気
商
会

宝
寿
司

田
口
歯
科
医
院

武
末
歯
科
医
院

田
中
壽
栄
堂

田
中
新
聞
店

田
鍋
仏
具
店

㈲
た
ま
や

ツ
ク
ダ
薬
品

つ
づ
季

て
く
て
く

で
ん
き
の
ア
・
ビ
ー
嶋
電
器

喫
茶
陶
花

桃
花
苑

藤
産
婦
人
科
医
院

藤
米
穀
店

と
び
う
め
信
用
組
合 

粕
屋
支
店

鳥
喜

ナ
ガ
ハ
シ
時
計
店

ナ
フ
コ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー 

篠
栗
店

南
蔵
院

西
日
本
環
境
整
備
㈱

西
日
本
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
㈱

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行 

篠
栗
支
店

西
日
本
新
聞

エ
リ
ア
セ
ン
タ
ー 

篠
栗

二
ノ
滝
寺（
14
番
）

㈱
ニ
ノ
ミ
ヤ

ニ
ュ
ー
メ
ル
ヘ
ン

㈲
野
田
産
業

野
田
ミ
ー
ト
㈱

㈱
野
中
造
園

呑
山
観
音
寺（
16
番
）

羽
賀
い
く
夫
税
理
士
事
務
所

バ
カ
安　

八
百
屋

は
ぎ
お
園
芸

花
田
印
刷

㈱
花
水
セ
ラ
ミ
ッ
ク
デ
ン
タ
ル

林
田
建
築
板
金
店

東
福
岡
法
人
会　

篠
栗
支
部

ひ
か
り
施
術
院

比
良
時
計
店

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
こ
ま
ち

深
水
ミ
ー
ト

福
岡
銀
行　

篠
栗
支
店 

福
岡
篠
栗
モ
ー
タ
ー
㈱

舞
踊
小
道
具
桐
生

㈱
プ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

ヘ
ア
ー
キ
ン
グ
ト
キ
ヒ
サ

遍
照
院（
62
番
）

宝
山
寺（
34
番
）

ポ
エ
ム

北
衣
㈱

ほ
っ
と
も
っ
と　

篠
栗
店

ほ
っ
と
も
っ
と　

門
松
店

本
明
院（
33
番
）

本
村
電
気
管
理
事
務
所

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ　

篠
栗
店

松
下
行
政
書
士
事
務
所

㈲
丸
善

丸
見
屋

水
口
ミ
ー
ト

ミ
ス
タ
ー
マ
ッ
ク
ス

セ
レ
ク
ト　

篠
栗
店

み
や
ざ
き
玩
具

妙
音
寺（
15
番
）

（
医
）泯
江
堂　

三
野
原
病
院

む
ら
し
ま
家
具

村
嶋
饅
頭
店

明
治
屋
旅
館

毛
利
建
設
㈱

毛
利
青
果

元
岡
米
穀
店

㈱
森
尾
園

㈱
モ
リ
タ
綜
合
印
刷

も
ん
す
た
ー
☆

焼
鳥
佐
助

㈱
や
き
や
ま

薬
師
大
寺（
26
番
）

安
松
造
園
建
設

㈲
山
田
工
務
店

山
手
薬
師
堂（
11
番
）

や
ま
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

夢
や

洋
品
＆
雑
貨　

お
お
ば

㈱
吉
田
軽
運
送

よ
し
み

雷
音
寺（
49
番
）

理
容
こ
だ
ま

旅
館　

亀
乃
屋

れ
・
あ
る
た

㈱
レ
デ
ィ
ー
ス
モ
ー
ド

ロ
ー
ソ
ン　

篠
栗
駅
前
店

炉
ば
た
焼　

車
屋

㈲
若
杉
観
光

㈲
若
杉
葬
祭

若
杉
病
院

若
杉
福
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

㈱
和
孝

和
田
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ッ
ク
ス
イ
ノ
ウ
エ

和
風
ス
ナ
ッ
ク　

う
を
さ

篠
栗
町
議
会

篠
栗
祇
園
山
笠
振
興
会

篠
栗
町
管
工
事
組
合

篠
栗
町
土
木
組
合　
　

篠
栗
町
観
光
協
会

篠
栗
町
商
工
会

篠
栗
町
商
工
会
職
員
一
同

募
金
箱
設
置
に
協
力

い
た
だ
い
た
事
業
所（
順
不
同
）

㈱
ニ
ノ
ミ
ヤ

㈲
ア
イ
ア
イ
さ
さ
ぐ
り

村
嶋
饅
頭
店

ロ
ー
ソ
ン　

篠
栗
駅
前
店

ス
ー
パ
ー
信

く
す
り
の
あ
べ

も
ん
す
た
ー
☆

ミ
ス
タ
ー
マ
ッ
ク
ス

セ
レ
ク
ト　

篠
栗
店

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ　

篠
栗
店

ダ
イ
レ
ッ
ク
ス　

篠
栗
店

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
モ
リ 

篠
栗
店

ナ
フ
コ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー 

篠
栗
店

篠
栗
郵
便
局

篠
栗
町
商
工
会

  

多
く
の
人
の
支
え
に
よ
っ
て

　
篠
栗
祇
園
夏
ま
つ
り
は
、
多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
て
開
催
で
き
て
い

ま
す
。
交
通
整
理
や
青
少
年
巡
回
指

導
、
花
火
警
備
、
山
笠
な
ど
の
催
し
、

ま
た
、
事
前
準
備
や
ま
つ
り
後
の
ご

み
拾
い
な
ど
に
多
く
の
人
が
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
子
ど
も
神
輿
や
花
火
大
会

も
、
多
く
の
人
の
協
賛
や
募
金
に
よ
り
無
事
に
奉

納
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（篠

栗
祇
園
夏
ま
つ
り
振
興
会
）

　

７
月
11
日
、
篠
栗
祇
園
夏
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
わ

り
、
10
時
か
ら
祇
園
山や
ま

笠か
さ

が
ス
タ
ー
ト
。

勢き
お

い
水
を
も
ら
っ
た
男
衆
が
旧
道
を
勢
い

よ
く
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
雨
が
降
り
出
し
た
た
め
パ

レ
ー
ド
や
祇
園
太
鼓
が
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
子
ど
も
神み

輿こ
し

で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
元
気
よ
く
神
輿
を
担
ぐ
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

夜
に
な
る
と
雨
も
上
が
り
、
無
事
に
花

火
大
会
が
開
催
。
今
年
も
１
２
０
０
発
の

打
ち
上
げ
花
火
が
夜
空
を
き
れ
い
に
染
め
、

ま
つ
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

篠栗祇園夏まつり
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　7月は、「社会を明る
くする運動強調月間」
「同和問題啓発強調月
間」「青少年の非行・被
害防止全国強調月間」
でした。このことを多
くの町民に知ってもら
い、意識を高めてもら
おうと、講演会や街頭
啓発、広報活動を行い
ました。
　7月1日開催の「社会を明るくする町づくり講演会」では、講師にメ
ンタリストのDaiGoさんを招き、「あなたの未来を変えませんか？～誰
とでも心を通わせることができる7つの法則～」と題した講演をしてい
ただきました。

　自身がいじめを受けた
経験から、「決して諦めず
に絶対に変わろうと思う
気持ちを持つことが大切
であり、その強い気持ち
を持つことで人生を大き
く変えることができる。
また、人と違うことをす
る勇気を持ち、自分のや
りたいことを見つけ、そ
れを徹底的にやることが

大切である」など、いじめだけにとどまらず、人としてよりよい未来を
つかむためにどういう考えを持つべきかなどの話がありました。
　また、テレビなどでおなじみの、メンタリズムを駆使した「フォーク
曲げ」や「相手の選んだペンの色を当てる」などのパフォーマンスを行い、
会場は歓声に包まれました。

　7月3日、勢門小学校
で田植え体験の授業が行
われました。この授業で
は、田んぼを町民の方か
ら借りて、多くの地域の
方々に見守られながら、
児童が手植えでの田植え
を体験します。
　はだしや靴下で水田に
入るため、子どもたちは
大騒ぎしながらも泥の感触を楽しん
でいました。膝までつかっての作業
で、足をとられる子も多く、中には
転んでしまう子も。大人が引っ張る
ロープに沿って、苦戦しながらも何
とか一列ずつ苗を植えていきました。
　今回植えた小さな苗がどんな稲に
成長するのか、秋の収穫が楽しみで
すね。

　自衛官募集相談員委嘱式が6月に役場で行われ、山手区の神
しんぐ う

宮鹿
しか

男
お

さん
（写真中央右）が町の募集相談員として委嘱されました。
　募集相談員とは、自衛隊入隊希望者に対し、自衛隊に関する情報提供や
地域での広報などの募集事務の援助を行い、自衛隊と各地域、学校や町と
の架け橋として活動します。神宮さんの任期は、平成29年 6月 30日ま
でです。自衛隊に興味のある方は、ぜひ話を聞いてみてください。
　また、自衛官募集地域説明会も行われます (詳細は14ページ参照 )。
○問い合わせ／役場総務課総務係 (内線312)

　6月28日、篠栗町消防団消防操法大会が粕屋中部消防署で開催され
ました。操法大会は、火災現場の活動を想定して、基準タイム内に器
具の操作や動作の安全性・迅速性を競います。
　選手たちは仕事のかたわら、この日のために、連日訓練を重ねてき
ました。各班とも最後の「別れ」の号令まで真剣な表情で競技に取り
組み、競技が終わるたびに、周りの消防団員や観客からねぎらいの拍
手が起きていました。

自動車ポンプの部／優勝：中町班
小型ポンプの部／優勝：城戸班
　　　　　　　　２位：明治班
　　　　　　　　３位：庄班

自分を変える勇気、
それが人生を大きく変える

～社会を明るくする町づくり講演会～

最後まで真剣に　～篠栗町消防団消防操法大会～

自衛官募集相談員委嘱式

みんなで植えた小さな苗

▲自動車ポンプの部／優勝：中町班

◀小型ポンプの部／優勝：城戸班

※当日の講演会をインターネット動画配信サービス「You Tube」で見
ることができます。以下のアドレスを入力し、ご覧ください。なお、篠
栗町特権として限定公開されているものであるため、You Tubeから
検索しても見ることができません。直接アドレスを入力してください。

アドレス　http://youtu.be/cdw7ahcfwBU
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篠
栗
北
中
学
校

萩

尾

分

校
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P
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P
IC
S

　
　
　

 M
Y
 S
C
H
O
O
L TO

P
IC
S

　

式
の
中
で
は
、

校
長
が
映
像
を

用
い
て
「
優
し
さ

と
感
謝
の
気
持
ち

は
つ
な
が
っ
て
い

く
」
と
い
う
こ
と

を
新
入
生
に
語
り

か
け
ま
し
た
。
ま

た
、
全
児
童
が
新

入
生
と
一
緒
に

「
萩
尾
で
見
つ
け

た
大
き
な
タ
ケ
ノ

コ
を
力
を
合
わ
せ

て
引
き
抜
く
」
と
い
う
劇
を
披

露
し
、
み
ん
な
が
お
互
い
を
大

切
に
し
、
協
力
し
て
生
活
す
る

と
い
う
分
校
な
ら
で
は
の
良
さ

 

寺
子
屋
北
中
道
場

　

６
月
６
日
、
寺
子
屋
北
中
道

場
が
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
開
校

式
に
は
、
主
催
者
で
あ
る
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
み
ず
す

ま
し
の
会
」
の
皆
さ
ん
を
は
じ

を
新
入
生
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

萩
尾
分
校
は
、
多
く
の
笑
顔

に
包
ま
れ
て
新
年
度
の
ス
タ
ー

め
、
地
域
代
表
の
方
々
、
実
際

に
生
徒
を
支
援
す
る
講
師
の
先

生
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

開
会
行
事
終
了
後
、
さ
っ
そ
く

学
習
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
生
徒

た
ち
も
積
極
的
に
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
を
講
師
の
先
生
に
習
っ

て
い
ま
し
た
。

 

小
学
校
運
動
場
芝
生
補
植

　

６
月
13
日
、
北
勢
門
小
学
校

運
動
場
芝
生
補
植
作
業
が
あ
り

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
野
球
部
や
剣
道
部
の
生
徒
た

ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
北
勢
門

小
学
校
児
童
や
保
護
者
、
地
域

の
方
々
と
一
緒
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

 

小
中
合
同
挨
拶
運
動

　

６
月
29
日
か
ら
５
日
間
、
本

校
生
徒
が
北
勢
門
小
学
校
へ
出

向
き
、
小
学
校
児
童
と
一
緒
に
、

朝
の
挨
拶
運
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
時
間
帯
に
小
学

校
の
正
門
周
り
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。
取
り
組
み
終
了
後
は
、

み
ん
な
で
円
陣
を
組
み
、
お
互

い
の
良
さ
を
評
価
し
合
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
を
経
験
す
る
こ
と
で
、

地
域
に
感
謝
し
、
地
域
に
誇
り

を
も
ち
、
地
域
を
大
切
に
す
る

生
徒
が
育
つ
と
と
も
に
、
主
体

的
に
学
び
、
思
い
や
り
と
責
任

の
あ
る
行
動
が
積
極
的
に
で
き

る
生
徒
も
増
え
て
く
る
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
が
町
教
育

委
員
会
が
め
ざ
し
て
い
る
子
ど

も
の
姿
（
篠
栗
町
に
愛
着
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
学
ぶ
意
欲
を

も
ち
、
思
い
や
り
と
責
任
感
の

あ
る
た
く
ま
し
い
子
ど
も
）
で

も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
予
定
さ
れ
て
い
る
主

な
活
動
（
校
種
間
連
携
、
学
校

と
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
生

か
し
た
教
育
活
動
）
に
は
、
小

中
合
同
挨
拶
運
動
や
多
々
良
川

清
掃
、
観
月
会
、
餅
つ
き
、
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
充
実
し
た

活
動
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
本
校
教
育
活
動
に
対
す

る
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ジ
発
表
、
敬
光
園
の
夏

祭
り
や
萩
尾
区
の
行
事

で
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
い
ろ

い
ろ
な
体
験
活
動
を
と

お
し
て
、
何
事
に
も
頑

張
る
心
、
自
然
を
愛
す

る
心
、
人
を
思
い
や
る

心
な
ど
が
一
段
と
育
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
徳
育
の
充
実
に
向

け
、
体
験
活
動
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
萩
尾
分
校
の
日
々
の

教
育
活
動
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（「
篠
栗
小
萩
尾
分
校
」
で
検
索

く
だ
さ
い
）

校
種
間
連
携
、
学
校
と
家
庭
・
地
域
と
の

連
携
を
生
か
し
た
教
育
活
動

　

夏
休
み
も
残
り
１
か
月
に
な
り
ま

し
た
。
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
夏

休
み
前
に
立
て
た
「
学
習
目
標
」
や

「
生
活
目
標
」
の
達
成
に
向
け
て
努

力
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
、
励
ま
し
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

　

今
回
は
、学
校
教
育
プ
ラ
ン
の「
施

策
４
」
と
「
施
策
５
」
の
重
点
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

①
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
手
立
て

の
充
実

　
「
安
心
メ
ー
ル
、
見
守
り
隊
活
動
」

の
充
実
、
防
災
教
育
を
充
実
さ
せ
ま

す
。

②
質
が
高
い
教
育
相
談
体
制
の
充
実

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
心

の
相
談
員
を
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
教
育
相

談
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

③
施
設
・
設
備
の
特
色
化

　

小
学
校
校
庭
の
芝
生
維
持
、
普
通

教
室
の
木
質
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
次
の
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

〇
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

〇
幼
小
中
学
校
間
の
情
報
共
有
と
11

年
間
の
連
携
し
た
指
導
を
推
進
し
ま

す
。

施
策
５

 

①
規
範
意
識
の
高
い
児
童
生
徒
の
育

成
　

地
域
で
挨
拶
す
る
児
童
生
徒
を
育

成
し
ま
す
。

　

交
通
マ
ナ
ー（
登
下
校
や
自
転
車
）

を
守
る
児
童
生
徒
を
育
成
し
ま
す
。

②
連
携
・
支
援
体
制
の
充
実

　

小
学
校
区
づ
く
り
活
動
を
と
お
し

た
保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
を
推
進

し
ま
す
。

③
家
庭
教
育
の
充
実

　

福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
推
進
し

て
い
る「
早
寝　

早
起
き　

朝
ご
飯
」

（「〝
新
〞
家
庭
教
育
宣
言
」）
を
全
小

中
学
校
で
実
施
し
、
家
庭
教
育
力
を

向
上
さ
せ
ま
す
。

　

夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が
開
放

的
に
な
り
が
ち
で
す
。
県
内
で
も
、

粕
屋
警
察
署
管
内
で
は
性
犯
罪
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
「
安
心
・
安
全
」

の
た
め
に
、
町
民
・
地
域
の
皆
さ
ん

の
「
目
配
り
・
気
配
り
」
と
「
声
か

け
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

モ
づ
く
り
や
菊
な
ど
の
栽
培
活

動
、
福
岡
県
緑
の
少
年
団
や
粕

屋
南
部
消
防
署
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
へ
の
参
加
な
ど
に
、
全
員
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

萩
尾
分
校
の
伝
統
で
あ
る
「
萩

尾
太
鼓
」
に
よ
る
演
奏
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
て
、
昨
年
度

は
、
篠
栗
小
学
校
で
の
ス
テ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

（
内
線
３
４
２
）

　

本
校
で
は
、「
学
校
の
特
色

化
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
北
勢
門
幼
稚
園
や
北
勢

門
小
学
校
と
の
連
携
、
保
護
者

や
地
域
と
の
連
携
を
手
立
て
と

し
て
、
共と

も
い
く育

【
共
に
育
ち
、
育

て
合
う
】
の
視
点
で
子
育
て
を

行
う
こ
と
」
を
本
年
度
の
重
点

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

校
訓
：『
堅
忍
不
抜
』（
け
ん
に
ん
ふ
ば
つ
）

　
　
　
「
目
標
に
向
か
っ
て
気
を
抜
か
ず
、
我
慢
強
く
努
力
す
る
こ
と
」

 

山
の
学
舎
、

　
　

新
し
い
ス
タ
ー
ト

  

平
成
27
年
度
は
、
新
１
年
生

１
人
を
迎
え
、
児
童
数
８
人
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
４
月
10

日
の
入
学
式
で
は
、
新
入
生
を
、

全
児
童
・
教
職
員
・
保
護
者
・

来
賓
・
地
域
の
方
々
な
ど
、
み

ん
な
で
温
か
く
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
分
校
生
活
、
８
人

の
児
童
が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
、

ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
か
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

 

徳
育
の
充
実

  

萩
尾
分
校
で
は
、
町
教
育
委

員
会
が
示
し
た
教
育
施
策
を
踏

ま
え
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
徳
育

の
充
実
に
あ
た
っ
て
は
、
体
験

活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
毎
月

３
日
・
13
日
・
23
日
に
行
う
30

分
間
の
除
草
作
業
、
毎
月
15
日

８
時
か
ら
の
お
宮（
萩
尾
神
社
）

清
掃
、
ま
た
、
地
域
の
方
々
の

協
力
を
得
て
の
米
・
サ
ツ
マ
イ

質
が
高
く
、
子
ど
も
が
安
心
し
て

　

学
べ
る
教
育
環
境
整
備
の
推
進

施
策
４

学
校
・
家
庭
・
地
域
の

 　

連
携
を
強
化
し
た

社
会
全
体
の
教
育
力
向
上

　

子
育
て
の
悩
み
や
児
童
虐

待
の
通
報
な
ど
を
24
時
間
受

け
つ
け
る
児
童
相
談
所
の
全

国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
の
番
号
が

７
月
１
日
か
ら
「
１
８
９
」

に
変
わ
り
ま
し
た
。
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森へ行こう
夏休みの思い出づくりを

　

現
在
い
ろ
ん
な
問
題
が
学

校
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
い
く

つ
か
あ
る
問
題
の
中
で
ど
の

学
校
に
も
一
度
は
起
こ
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
、
起

き
て
は
い
け
な
い
問
題
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
い
じ
め
で

す
。
い
じ
め
は
「
無
視
」
や

「
陰
口
」
な
ど
心
に
大
き
な

傷
を
つ
け
る
こ
と
が
簡
単
に

で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
さ

い
な
こ
と
で
起
き
て
し
ま
い

「
ど
う
し
て
」「
な
ん
で
」
と

い
じ
め
ら
れ
た
側
は
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て

い
た
ら
周
り
は
関
わ
り
た
く

な
い
と
思
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
中
学
生
人
権
作
文  

「
身
近
な
い
じ
め
」

私
も
き
っ
と
思
う
と
思
い
ま

す
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人

を
助
け
よ
う
と
い
じ
め
て
い

る
人
に
「
や
め
な
よ
」
と
声

を
か
け
る
と
自
分
も
い
じ
め

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
不
安
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
い
じ
め
ら
れ

て
い
る
人
の
こ
と
は
ど
の
よ

う
に
助
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
い
じ

め
て
い
る
人
だ
け
に
非
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
い
じ
め
て
い
る
人

に
だ
け
非
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
周
り
で
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
し
て
い
る
人
に
も
非

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
直
接
い
じ
め
て
い
る
人

に
「
や
め
な
よ
」
と
声
を
か

け
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
の
相

談
に
乗
る
こ
と
だ
け
で
も
少

し
は
気
持
ち
が
楽
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま

す
。

　

私
の
友
人
は
、
以
前
さ
さ

い
な
こ
と
を
き
っ
か
け
に
い

じ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
先
生
に
相
談
な

ど
も
し
て
い
た
が
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
は
一
言
も
声
を
か
け

て
く
れ
な
か
っ
た
と
言
い
ま

す
。
友
人
は
「
な
ぜ
誰
も
助

け
て
く
れ
な
い
の
か
」
と
疑

問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
私

も
何
も
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
実

際
に
止
め
て
く
れ
る
人
が
い

な
く
て
も
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
人
が
増
え
て
き
て
味
方

が
い
て
く
れ
る
と
思
い
、
が

ん
ば
っ
て
こ
れ
た
と
言
い
ま

す
。
た
し
か
に
自
分
と
同
じ

考
え
や
励
ま
し
な
ど
を
も
ら

え
た
ら
、
そ
の
状
況
が
も
し

自
分
だ
っ
た
ら
安
心
す
る
だ

ろ
う
な
と
話
を
聞
い
て
思
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
じ
め
ら
れ
て

い
る
人
に
も
非
が
あ
る
か

ら
、
い
じ
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

た
し
か
に
い
じ
め
ら
れ
る

人
に
も
非
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
相
手
が
怒
る
こ

と
を
平
気
で
言
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
だ
か
ら

中
学
生

　
人
権
標
語

ど
こ
か
で
ね
　
悲
し
ん
で
る
人
　
い
る
ん
だ
よ

　

暑
い
日
が
続
き
、
夏
休
み

に
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
遊
ぶ
姿
を
、
町
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
か
け
ま
す
。

皆
さ
ん
も
子
ど
も
時
代
の
夏

休
み
を
振
り
返
る
と
き
、
親

子
で
遊
ん
だ
記
憶
が
深
く
刻

ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

夏
休
み
は
、
大
人
と
子
ど

も
で
は
時
間
の
流
れ
方
が
違

う
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
と
な
り
が
ち
で

す
が
、
親
子
一
緒
に
過
ご
し

た
時
間
は
一
生
の
宝
物
と
な

る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
特
に
自
然
体
験
は
、
物

事
へ
の
関
心
・
意
欲
向
上
に

つ
な
が
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
自
然
豊
か
な
篠
栗
に

は
、
森
や
清
流
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
素
材
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
森
と
触
れ
合
う
こ
と
も

何
か
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
を

作
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

29
期
生
の
古
橋
怜
で
す
。
今

回
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

は
、
５
月
９
日
・
10
日
に
行

わ
れ
た
夏
季
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
４
つ
の
研
修
が
あ
り
ま

し
た
。

　

危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
は
、
研
修
生
が
野
外
調
理

の
危
険
な
と
こ
ろ
を
話
し
合

観　

光　

協　

会  

か
ら

   

人
権
は
い
つ
も
身
の
ま
わ
り
に
あ
る 

〜
広
げ
よ
う

　
み
ん
な
の
笑
顔
〜

と
い
っ
て
い
じ
め
と
い
う
選

択
を
し
て
い
い
わ
け
が
あ
り

ま
せ
ん
。
も
っ
と
話
し
合
い

や
な
に
か
し
ら
の
方
法
で
解

決
す
る
方
法
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
い
じ
め
は
絶
対
に
選

ん
で
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
実
際
に
話
し
合

い
な
ど
で
お
た
が
い
の
非
を

話
し
合
っ
て
解
決
し
、
い
じ

め
に
走
ら
な
か
っ
た
問
題
も

あ
り
ま
す
。
い
じ
め
る
前
に

自
分
の
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
は
、
本
当
に
正
し
い
の

か
、
そ
の
方
法
で
は
な
く
違

う
方
法
で
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
、
い
じ
め
ら
れ
て
い

た
友
人
の
相
談
に
乗
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。友
人
は「
い

じ
め
ら
れ
て
い
た
と
き
は
周

り
が
助
け
て
く
れ
な
か
っ
た

か
ら
周
り
が
嫌
い
だ
っ
た

が
、
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る

人
が
出
て
き
て
く
れ
て
、
今

は
大
し
て
気
に
し
な
く
な
っ

た
」
と
い
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
話
を
聞
き
、
い

じ
め
て
い
る
人
だ
け
が
い
じ

め
ら
れ
て
い
る
人
を
追
い
つ

め
て
い
た
わ
け
じ
ゃ
な
く
、

周
り
の
人
も
追
い
つ
め
て
い

た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
相
談
に
乗
る
こ
と
で

直
接
助
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
、「
協
力
し
て
安
全
に
お

い
し
い
カ
レ
ー
を
作
る
！
」

な
ど
の
目
標
も
立
て
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

野
外
調
理
で
は
、
楽
し
く

安
全
に
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し

た
。
カ
レ
ー
は
ど
の
班
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
片
付
け

も
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
、
素

早
く
行
い
ま
し

た
。

　

夜
に
は
、キ
ャ

ン
ド
ル
の
集
い

を
行
い
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
を
し
て

み
ん
な
で
楽
し

み
ま
し
た
。
し

か
し
、
準
備
を

あ
ま
り
し
て
お

ら
ず
、
う
ま
く

せ
ん
。

　

森
の
風
・
篠
栗
で
は
、
８

月
23
日
（
日
）
に
『
森
の
こ

う
さ
く
』
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。
篠
栗
の
お
寺

で
ク
ラ
フ
ト
体
験
や
流
し
そ

う
め
ん
、
森
林
散
策
を
行
い

ま
す
。
詳
細
は
、
広
報
さ
さ

ぐ
り
７
月
号
、
も
し
く
は
篠

栗
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ｈ
Ｐ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
夏
は
、
篠
栗
町
で
夏

休
み
の
思
い
出
作
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

篠
栗
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.sasaguri-

therapy.jp/

く
て
も
少
し
気
持
ち
を
楽
に

さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
私
は
、
い
じ
め
て

い
る
人
だ
け
に
非
が
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
周
り
で
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
人
に

も
非
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
相
談
と
か

小
さ
な
こ
と
で
も
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
助

け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

い
じ
め
は
ど
こ
に
で
も
お

こ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
だ

と
思
う
の
で
、
し
っ
か
り
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。
周
り
の
人

は
い
じ
め
る
側
に
い
る
こ
と

も
あ
る
し
、
逆
に
助
け
ら
れ

る
側
に
い
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
い
じ
め
の
問
題
は
人
ご

と
で
、
済
ま
し
て
は
い
け

な
い
問
題
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

８
月
１
日
か
ら
「
篠
栗
観
光
週
間
」
が
始
ま
り
ま
し

た
！　

８
月
８
日
「
観
光
の
日
」
の
あ
る
こ
の
１
か
月

を
お
得
に
過
ご
せ
る
ク
ー
ポ
ン
が
今
月
号
の
広
報
と
一

緒
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
ね
♪

　

さ
て
、
こ
の
ク
ー
ポ
ン
。「
篠
栗
88
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

る
と
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

も
そ
も
「
篠
栗
88
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
の
デ
ザ
イ
ン
、
な
ぜ

88
？　

88
の
８
の
下
の
形
は
何
で
し
ょ
う
…
？

　

篠
栗
に
は
四
国
と
同
じ

八
十
八
ヶ
所
霊
場
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
88
と
い
う
数
字
。
右
側

の
８
の
下
の
形
は
、
菅す

げ
が
さ笠

姿
の

お
遍
路
さ
ん
な
ん
で
す
。
そ
れ

で
「
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｏ
」。「
Ｓ
Ａ
Ｓ

Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
」
は
も
ち
ろ
ん
わ
が
町
の
こ
と
で
す
ね
。

一
見
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
普
通
の
カ
レ
ッ
ジ
Ｔ

シ
ャ
ツ
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
篠
栗
町
が
ど
ん
な
町
な

の
か
わ
か
る
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
き
歴
史

と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
！　

そ
れ
を

着
て
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
つ
つ
、
篠
栗
が
観
光
の

町
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
町
内
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
篠
栗
霊
場
が
で
き
て
、
ち
ょ
う
ど
１
８
０
周

年
の
節
目
の
年
。
来
月
30
日
に
は
、
篠
栗
の
霊
場
が
町

民
体
育
館
に
出
張
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
出で

開か
い

帳ち
ょ
う」

を
行
い

ま
す
。
八
十
八
ヶ
所
を
巡
拝
す
る
の
と
同
じ
ご
利
益
が

い
た
だ
け
る
「
お
砂
踏
み
」
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
体
験

し
に
来
て
く
だ
さ
い
！

　

お
試
し
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

※
合
計
４
回
参
加
で
結
願

８
月
22
日
（
土
）・
９
月
26
日
（
土
）

12
月
26
日
（
土
）・
１
月
23
日
（
土
）

◆
参
加
料
／
４
４
６
４
円

（
１
月
末
ま
で
の
限
定
特
別
価
格
）

◆
昼
食
付

※
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
の
み
、
ふ
る
さ
と
旅
行
券
が
一

人
３
０
０
０
円
ま
で
使
え
ま
す
！　

詳
細
は
観
光
協
会

ま
で
。

●
問
い
合
わ
せ

　

篠
栗
町
観
光
協
会　

☎
（
９
４
７
）
１
８
８
０

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
日
目
は
、
遊
び
た
い
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
班
ご
と

に
決
め
、
研
修
生
が
教
え
合

い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て

と
て
も
楽
し
い
時
間
に
な
り

ま
し
た
。

　

振
り
返
り
で
は
、
多
く
の

人
が
楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て

く
れ
る
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に

な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

僕
は
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
で
事
前
準
備
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
次
の
活
動

の
と
き
は
、
事
前
準
備
を
し

っ
か
り
し
て
、
失
敗
の
な
い

よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
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＊おりがみしましょう
　　　　　「きんぎょ」／1日 (土) 11時
＊子ども上映会／8日 (土) 14時
  「ぼくは王さま　たまごとめいたんてい」

＊将棋にちょうせん／22日 (土) 11時
　※今月は第４土曜日に変更します。

＊おはなしの会／2・9・16日 (日) 11時
＊英語えほんのおはなし会／23日 (日) 11時

としょかんは
　　　楽しいことがいっぱい！

ブックスタート
誕生から10か月になったら図書館に
行こう！ 町から絵本と記念品のプレ
ゼントを準備しています。

子ども上映会

と　き：8月8日（土）14時～
ところ：図書館2階　学習室

日時：8月28日（金） 、29日（土）
　　　　9月１日（火）、10時～16時

学習室の休み
8日(12時～15時20分)・22日(午前)

　たまごが大すき、べんきょうは
大きらい。そんな王さまがたま
ごをひとりじめにしようとして
…「たまごがいっぱい」ほか１話。

健診案内同封の引換券をお持ちください。
※上記日程で都合のつかない場合はお知ら
せください。

入場無料

9月17日（木）
14時～（13時30分開場）

図書館２階　学習室

無料（要整理券）

日　時

入場料

場　所

今 月 の 新 刊 紹 介 紹介はほんの一部です。このほかにもたくさん用意しています。

人生訓 『修造ドリル 解くだけで人生が変わる! 』 『1ねんせいじゃだめかなあ?』

　自分を変えるには、いい習慣を身につ
けること。不安を抱えている、イライラして
いる、本気になれない…。そんな状況を打
破したい人のために、いい習慣を身につ
けるために松岡修造が実践してきたこと
をドリル形式で紹介。

児　童
松岡　修造／著 (アスコム)　 きたがわ　めぐみ／作・絵　(ポプラ社)

　いっちゃんは毎日わくわくどきどきの
1年生。困っているママのことをばっち
り助けたいいっちゃんは、おひとりさま
ひとつしか買えない卵をママと一緒に
買いに行くことに。すると、フライパンと
コップが話しかけてきて…。

け
い
破
け
を

「ぼくは王さま
　　たまごとめいたんてい」（55分）
「ぼくは王さま
　　たまごとめいたんてい」（55分）

図書館へ寄せられる質問にくりんちゃんが
お答えします。

　江戸時代末期、東北の海坂藩。15 歳の牧文四郎は
剣術と学問に励み、隣家の娘・ふくに淡い恋心を抱
いていた。ある日、殿の世継ぎにまつわる藩内の争
いに巻き込まれた文四郎の父が謀反の罪に問われ…。

8 月18日（火）から図書館カウンターで、先着順で入場整
理券を配布します。整理券の取り置きは電話ではできませ
んので、図書館カウンターへ取りに来てください。 

図書館マスコット
くりんちゃん

早朝や夜中、休館日に
本を返せますか？

教えて くりんちゃん！⑤

黒土 三男監督、脚本 
市川 染五郎、木村 佳乃ほか出演 

「蟬しぐれ」「蟬しぐれ」
藤沢周平／原作　上映時間／131分

図書館
上映会

　図書館の玄関の横にブックポストがあり
ます。図書館が閉まっている時はそこに入
れて返却ができます。ただし、次のものは
ブックポストには入れずに図書館が開いて
いる時にカウンターへ返却してください。

視聴覚資料・大型絵本・付録ＣＤ・ＤＶＤ付
き雑誌・他の図書館から取り寄せた本

せみせみ

町
か
ら
6
人
の
選
手
が

福
岡
中
部
の
代
表
に

　

硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
テ
ニ
ス
に

興
味
が
あ
る
方
、
健
康
の
た

め
に
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ

て
み
た
い
方
な
ど
、
み
ん
な

で
楽
し
く
テ
ニ
ス
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
開
催
日
時
／
９
月
６
日
か

ら
10
月
８
日
の
日
曜
日
と
木

曜
日

※
日
曜
日
は
10
時
か
ら
12
時

※
木
曜
日
は
19
時
か
ら
21
時

予
備
日（
10
月
11
、
15
、
18
、

22
日
）

　

第
33
回
九
州
少
年
柔
道
大
会
（
九
州

少
年
柔
道
道
場
連
盟
主
催
）
が
、
6
月

20
日
、
21
日
に
長
崎
県
諫
早
市
中
央
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
九
州
・
山
口
の
各
県（
福

岡
県
の
み
北
九
州
、
中
部
、
筑
後
の
3

地
区
）
の
代
表
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

町
体
育
協
会
柔
道
部
か
ら
6
人
の
選
手

が
福
岡
中
部
の
代
表
に
選
出
さ
れ
、
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

篠
栗
の
選
手
が
健
闘
し
、
初
日
の
団

体
戦
で
は
福
岡
中
部
が
総
合
優
勝
し
ま

し
た
。
二
日
目
の
個
人
戦
で
は
小
学
5

年
生
女
子
軽
量
の
部
で
姥
琳
子
さ
ん
が

優
勝
し
、
九
州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り

ま
し
た
。

代
表
選
手
（
写
真
右
か
ら
）

　

川
分　

花
（
勢
門
小
1
年
）

　

川
分
舞
依
（
勢
門
小
4
年
）

　

西
尾
俐
輝
（
勢
門
小
4
年
）

　

姥
三
士
郎
（
篠
栗
小
2
年
）

　

姥　

琳
子
（
篠
栗
小
5
年
）

　

川
分
亜
美
（
勢
門
小
2
年
）

　

篠
栗
町
体
育
協
会
空
手
部

の
子
ど
も
た
ち
や
関
係
者

が
「
い
つ
も
練
習
な
ど
で
使

用
し
て
い
る
武
道
館
が
、
少

し
で
も
き
れ
い
に
な
る
よ
う

に
」
と
、
６
月
６
日
、
除
草

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
か
ら
町
体

育
施
設
の
使
用
料
お
よ

び
照
明
料
が
変
わ
り
ま

す
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

詳
細
は
９
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

カ
ブ
ト
の
森
公
園

か
ら
の

お
し
ら
せ

第33回九州少年柔道大会

福岡中部団体 総合優勝
姥
う ば

　琳
り ん

子
こ

さん  個人優勝

●
対
象
者
／
中
学
生
以
上

●
参
加
費
／
２
０
０
０
円

●
準
備
す
る
も
の
／
硬
式
用

ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
靴
、
運
動

が
で
き
る
服
装

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

カ
ブ
ト
の
森
公
園

　
　
　
　

管
理
事
務
所

☎
（
９
４
８
）
１
０
０
０

　

梅
雨
時
期
の
ジ
メ
ジ
メ
し

た
天
候
の
中
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
体
育
協
会
空
手
部
が

武
道
館
の
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た

硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

参

加

者

募

集
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開催日
24日（土）25日（日）

参加者
募集！

第44回篠栗町文化祭 10月

クリエイト篠栗大ホール

8月19日（水）

8月21日（金）
17時

応募締切日時

入場
無料

2015年ゴールデン・グローブ賞受賞！（アニメ作品賞）日
本では作品公開をめぐって署名運動まで起きた世界37カ
国でNo.１大ヒットの勇気と感動のアドベンチャー大作！
日本未公開のため大きなスクリーンで観るのは数少ない
機会です。
人間とドラゴンが共存する平和なバーク島。しかし、超
巨大ドラゴンを操るドラゴをリーダーとする悪の一味が
バーク島を狙っていた。島の仲間とドラゴンたちを守る
ためヒックは父親に平和的な解決ができないかと相談す
るのだが・・・。親子の絆、友情、未来を切り開く勇気を描
いた傑作アニメ。

日 時

場 所

1回目：10時30分上映（10時開場）
2回目：14時上映（13時30分開場）

施設使用料 おとな（高校生以上）200円　
こども（中学生以下）100円
※3歳以下は無料
※開場の15分前から販売予定

ヒックとドラゴン２
【上映時間／102分】（日本語吹き替え版）

クリエイト篠栗では秋の講座を開催します。
皆さんのたくさんの応募をお待ちしています。

①希望の講座名　②住所　③氏名（ふりがな）　④年齢　⑤電話番号
電話、はがき、ふくおかネット申請（http://www.shinsei.elg-front.jp/fukuoka/navi/index.html)、直接来館のいずれかで申し込みください。
※申し込みが募集人数を超えた場合は抽選。また、申し込みが少数の場合、講座を実施しない場合があります。　
●申し込み・問い合わせ／クリエイト篠栗

申込
方法

クリエイト篠栗
主催イベント・講
座の情報が右の
ＱＲコードから
取得できます。
ご利用ください。

夏のクリエイトシネマ

チャリティー
第23回
夏の歌と
踊りの祭典
期　日 ： 8月23日（日）
開　場 ： 11時30分　　開　演 ： 12時
場　所 ： クリエイト篠栗大ホール
部　門 ： 歌・日舞・エアロビクス

クリエイト篠栗では秋の講座を開催します

クリエイト篠栗主催講座 受講生 募集
超初心者向け　
ワード・エクセル＆
インターネットで年賀状作成講座

●申込方法

●申込期間

●申込場所
●募集種目

●参加対象

●参加条件

●●問い合わせ

篠栗町文化協会からのお知らせ

： 参加希望者は、クリエイト篠栗で申込
用紙を受け取り、必要事項を記入の
上、申込期間内に提出してください。

： 8月17日（月）～9月18日（金）
※期限厳守、期間終了後の申し込み
は、受け付けません。

： クリエイト篠栗
： 舞台部門・展示部門・催し部門

： 町内在住者、町内在勤者、もしくは篠
栗町文化協会会員

： 政治・宗教・営利目的でないこと
【舞台】３人以上のグループであるこ
と
【展示】出展は1種目1人1点限り
【催し】個人での出店はできません
： 篠栗町文化祭実行委員会（クリエイト
篠栗内）

：9月9日～12月2日　毎週水曜日　12回
（9月23日をのぞく）13時30分～15時30分
：20人
：5,400円（全12回分）別にテキスト代（趣味発見！なる
ほど楽しいはがき作成＆宛名印刷 FOM出版）1,200
円必要
：18歳以上（高校生不可）で、町内居住または町内就業者
：クリエイト篠栗　2階　パソコン室

：9月9日～12月2日　毎週水曜日　12回
（9月23日をのぞく）19時～21時
：20人
：5,400円（全12回分）別にテキスト代
（よくわかるMicrosoft Excel 2010 応
用編　FOM出版）2,100円必要
：18歳以上（高校生不可）で、町内居住また
は町内就業者
：クリエイト篠栗　2階　パソコン室

ワードの基本操作を学んで年賀状の通信面の作成を行
い、エクセルで名簿を作って宛名面の作成を行います。デジ
カメなどの画像も利用することができ、オリジナルの年賀状
が作れます。マウス操作や文字入力も教えますので超初心者
にも安心な講座です。

開催日時

定 員
受 講 料

応募対象者
開催場所

開催日時

定 員
受 講 料

応募対象者

開催場所

おいしい　
パン＆お菓子を作ろう

スキルアップ　
エクセル２０１０講座

先生に習って自分で作ったパン
＆お菓子は美味しいこと間違いな
し！作る楽しさ・食べる楽しさ・同じ
受講生で語らう楽しさを味わいま
しょう。初心者大歓迎です。

：9月13日（日）9時～13時
：14人
：1,000円
：1,200円
：18歳以上（高校生不可）
で、町内居住または町内
就業者
：クリエイト篠栗　
1階　調理室

開催日時
定 員
受 講 料
材 料 代
応募対象者

開催場所

成講講講講講講講講講講講 エクセルの基礎を振り返りながら関数を詳
しく勉強し、ビジネスに生かせるグラフ作成、
データベース処理やマクロの作成までを学び
ます。さらなるレベルアップを目指す方に、ピッ
タリの講座です。
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社会保険の家族（被扶養者）の方も
特定健診が受診できます !!

　

今
回
は
先
月
号
に
引
き
続
き
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
う
際
に
知
っ
て
お
き
た
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
に
関
す
る
お
話
で
す
。

前
回
紹
介
し
た「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
原
理
」

の
1
つ
目
は
「
過
負
荷
（
オ
ー
バ
ー
ロ
ー

ド
）
の
原
理
」
で
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

効
果
を
効
率
的
に
得
る
た
め
に
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
か
け
る
べ
き
負
荷
を
一
定
以
上

に
す
る
必
要
が
あ
る
、と
い
う
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
先
月
号
の
元
気
も
ん
だ
よ
り
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
原

理
の
2
つ
目
は
、「
可
逆
性
の
原
則
」で
す
。

何
や
ら
難
し
い
言
葉
で
す
が
、
単
純
に
言

う
と
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
め
て
し
ま
う

と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
る
前
に
戻
っ
て

し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、

運
動
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
期
間
が

短
け
れ
ば
短
い
ほ
ど
、
や
め
た
後
、
そ
の

期
間
に
得
ら
れ
た
効
果
が
失
わ
れ
る
の
も

早
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
続
け
ま
し
ょ
う
ね
、
と
つ
な
が
る
の
で

す
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

「
1
日
で
も
休
ん
で
は
ダ
メ
」
と
い
う
意

味
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
れ
ば
筋
肉
が
部
分

的
に
壊
れ
ま
す
。
こ
れ
が
痛
み
や
疲
れ
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
状
態
な
の

で
す
が
、
休
息
を
と
り
回
復
す
る
こ
と

で
、
筋
肉
は
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
過
負

荷
の
原
則
を
紹
介
し
た
際
に
も
書
い
た
よ

う
に
、
や
や
き
つ
い
、
程
度
の
負
荷
量
を

維
持
す
る
た
め
に
は
休
息
も
十
分
に
と
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
は
や
り
過
ぎ
る
と
ケ
ガ
に
つ
な
が
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
、
体
調
や
体
力
に
合
わ

せ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
す
。

　

次
回
の
元
気
も
ん
だ
よ
り
で
は
3
つ
の

原
理
の
う
ち
の
最
後
、「
特
異
性
の
原
理
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

（
九
州
大
学　

健
康
・
運
動
疫
学
研
究
室
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
る
そ
の
前
に

〜
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
お
約
束 

そ
の
２
〜

の
び
の
び
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集

元
気
も
ん

　だ
よ
り
その39

　

お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が

対
象
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を

行
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
お
弁

当
。
お
弁
当
箱
の
選
び
方
か

ら
、
お
か
ず
作
り
、
詰
め

方
、
か
ん
た
ん
レ
シ
ピ
、
衛

生
面
の
対
策
ま
で
楽
し
く
学

べ
ま
す
。「
お
弁
当
作
り
は

大
変
!!
」と
思
っ
て
い
る
方
、

　

身
体
に
機
能
的
な
障
が
い

が
あ
り
、
補
装
具
（
補
聴
器

を
除
く
）
の
交
付
を
受
け
た

い
方
や
身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
期
日
／
９
月
１
日
（
火
）

●
受
付
時
間
／
９
時
30
分
〜

14
時

●
場
所
／
オ
ア
シ
ス
篠
栗　

研
修
室　

●
相
談
内
容

・
補
装
具
の
交
付
・
修
理
に

つ
い
て

・
身
体
障
が
い
に
つ
い
て　

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
申
請

す
る
た
め
の
診
断
書
の
作
成

や
補
聴
器
の
交
付
に
関
す
る

判
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
持
参
す
る
も
の
（
障
が
い

者
本
人
が
来
場
の
こ
と
）

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
印
鑑

・
支
給
を
受
け
た
補
装
具（
現

在
使
用
中
の
補
装
具
の
修
理

や
再
度
支
給
を
希
望
す
る
場

合
）

●
問
い
合
わ
せ

・
役
場
福
祉
課
障
が
い
者
支

　

援
係
（
内
線
２
２
３
）

・
福
岡
県
障
害
者
更
生
相
談
所

　

☎
（
５
８
６
）
１
０
５
５

〈健診日程〉
健診時間／８時～ 11時（30分間隔で予約）
場所／オアシス篠栗

健診日 託児 予約期間（日・祝日は除く）

10月20日（火） ９月 1日（火）～ 8日（火）

11月 ３日（火・祝）  
健診フェスタ

10月 1日（木）～  8日（木）
11月24日（火）
レディース健診

○

12月14日（月）  11月 2日（月）～10日（火）

１月24日（日） 12月 1日（火）～  8日（火）

２月10日（水）
   1月4日（月）～12日（火）２月18日（木）  

レディース健診
○

３月 ３日（木）  2月1日（月）～ 8日（月）

キ
リ
ト
リ
線

身
体
障
が
い
者
（
児
）

巡  

回  
相  
談

10月20日
　（火）から

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
社

会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家

族
（
被
扶
養
者
）
の
方
は
、
左

表
の
日
程
で
特
定
健
診
が
受
診

で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
が
ん

検
診
と
一
緒
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

予
約
時
に
は
、健
康
保
険
証
・

各
医
療
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ

た
『
特
定
健
診
受
診
券
』
が
必

要
と
な
り
ま
す
。『
特
定
健
診

受
診
券
』
が
な
い
方
は
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
で
発
行

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
料
金
は
、
全
国

健
康
保
険
協
会
の
方
は
無
料
、

そ
の
他
の
健
康
保
険
組
合
・
共

済
組
合
の
方
は
『
特
定
健
診
受

診
券
』に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
さ
さ
ぐ
り
９

月
号
と
一
緒
に
配
布
す
る
チ
ラ

シ
や
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
41
・
42

ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協

　

会
け
ん
ぽ
）
福
岡
支
部
保

　

健
グ
ル
ー
プ

☎（
２
８
４
）５
８
４
０

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
福

岡
連
合
会
お
よ
び
共
済
組
合

に
加
入
の
方
は
、
所
属
の
組

合
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
予
約
申
し
込
み
】

健
診
予
約
セ
ン
タ
ー

・
月
〜
土
曜
日
（
祝
日
除
く
）

・
９
時
〜
17
時

☎（
７
２
２
）６
２
５
０

第2弾!!『
秋
の
行
楽
や
イ
ベ
ン
ト
に
、
親
子
手
作
り
お
弁
当
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
』

必
見
で
す
。

　

お
母
さ
ん
は
管
理
栄
養
士

に
よ
る
食
事
バ
ラ
ン
ス
の
お

話
や
調
理
実
習
、
お
子
さ
ん

は
保
育
士
に
よ
る
小
集
団
保

育
が
体
験
で
き
ま
す
。
ま

た
、
親
子
で
一
緒
に
で
き
る

ク
ッ
キ
ン
グ
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

●
日
時
／
9
月
3
日
（
木
）

10
時
〜
13
時

●
対
象
／
3
歳
〜
就
園
前
の

子
ど
も
と
母
親

●
参
加
費
／
親
子
で
５
０
０

円
（
教
材
費
、材
料
費
含
む
）

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
託
児
も

あ
り
ま
す
。希
望
す
る
方
は
、

別
途
、1
歳
未
満
２
０
０
円
、

1
歳
以
上
３
０
０
円
か
か
り

ま
す
。

●
定
員
／
16
組

●
予
約
開
始
／
8
月
10
日

（
月
）
9
時
か
ら
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
窓
口
で
の
予
約
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
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ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た

  （
町
老
連
体
育
部　

栗
須
）

　

６
月
26
日
、
新
宮
町
中
央

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
39
回
糟

屋
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主

  

篠
栗
町
葬
祭
場
（
天
空
会
館
）
見
学
会

　

も
し
も
の
と
き
の
た
め
、葬
祭
場
を
見
学
し
、「
お

葬
式
の
費
用
は
？
」
な
ど
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
８
月
21
日
（
金
）
11
時
集
合

●
場
所
／
オ
ア
シ
ス
篠
栗
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
、

               

天
空
会
館
へ
車
で
移
動
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

＊弁護士 ・ 司法書士に相談を希望する方は、 事前に予約（１日：
弁護士６件・司法書士４件）が必要です。相談を希望する方は
相談日の３日前までに予約してください。

＊司法書士の相談は、登記・相続問題・サラ金相談などです。
＊町相談員（民生委員児童委員・学識経験者）、町行政相談員の相
談は、日常生活上の心配ごとなどです。

会
場
／
オ
ア
シ
ス
篠
栗
２
階
（
無
料
）

８
月
（
10
〜
12
時
）

９
月
（
10
〜
12
時
）

町相談員（民生委員児童委員・学識経験者）
町行政相談委員
弁　護　士  要予約
司 法 書 士 要予約
町相談員（民生委員児童委員・学識経験者）
町行政相談委員
弁　護　士  要予約

町相談員（民生委員児童委員・学識経験者）
町行政相談委員
弁　護　士  要予約
司 法 書 士 要予約
町相談員（民生委員児童委員・学識経験者）
町行政相談委員
弁　護　士  要予約

20日
（木）

８日
（火）

27日
（木）

15日
（火）

　

社
会
福
祉
協

議
会
へ
次
の

方
々
か
ら
ご
寄

付
が
あ
り
ま

し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
ご
芳
志

は
、
社
会
福
祉
事
業
に
有
意
義
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
お
礼

愛 　
あり
がとう
愛 を

  

香
典
返
し
と
し
て

■
臼
井　

 

弘
訓
さ
ま　

85
歳　

中
町
区

5
月
12
日
逝
去 

遺
族  

臼
井 

壽
美
子
さ
ま

■
畠
江　

 

嘉
德
さ
ま　

85
歳　

中
町
区

5
月
13
日
逝
去 

遺
族  

畠
江 

敬
子
さ
ま

■
関　
　

 

敏
子
さ
ま　

83
歳　

乙
犬
区

5
月
26
日
逝
去 

遺
族  

関　

 

亨
晃
さ
ま

　

応
募
は
が
き
は
広
報
と
一

緒
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

役
場
総
合
案
内
と
社
会
福
祉

協
議
会
に
も
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
応
募
方
法
な
ど
の
詳

細
は
応
募
は
が
き
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
／
町
内
在
住
の

方
（
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
）

●
応
募
締
切
／
８
月
17
日

（
月
）
当
日
消
印
有
効

＊
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
（
抽
選
の
場

合
は
70
歳
〈
平
成
27
年
９
月

６
日
現
在
〉
以
上
の
方
を
優

先
し
ま
す
）

　座
席
指
定
券
の

           

発
行
に
つ
い
て

　

事
前
に
座
席
指
定
券
と
引

き
換
え
ま
す
。
受
付
期
間
内

に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
当
日

の
受
け
付
け
に
な
り
ま
す
。

●
期
間
／
９
月
３
日
（
木
）

〜
５
日
（
土
）
８
時
30
分
〜

17
時

●
場
所
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
オ
ア
シ
ス
篠
栗
２
階
）

＊
詳
し
く
は
、
応
募
締
め
切

り
後
に
お
届
け
す
る
「
入
場

整
理
券
」で
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
招
待
券
を
持
っ
て
い
る
方

は
事
前
に
座
席
指
定
券
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
は「
篠
栗
そ
ば
の
会
」

に
よ
る
そ
ば
の
販
売
が
あ
り

ま
す
（
15
時
〜
17
時
）。

■
城
戸　

 

安
弘
さ
ま　

88
歳　

田
中
区

5
月
27
日
逝
去 

遺
族  

城
戸 

克
則
さ
ま

■
馬
場　

 

豊
子
さ
ま　

77
歳　

明
治
区

６
月
１
日
逝
去 

遺
族  

石
井 

純
子
さ
ま

■
美
山 

サ
キ
ヱ
さ
ま　

94
歳　

鞍
手
町

６
月
17
日
逝
去 

遺
族  

美
山 

好
美
さ
ま

■
清
水　

 

花
子
さ
ま　

84
歳　

萩
尾
区

6
月
22
日
逝
去 

遺
族  

清
水 

康
裕
さ
ま

６
月
30
日
現
在

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

謹
ん
で
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、ご
遺
族
さ
ま
の
ご
厚
意
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

一
般
寄
付
と
し
て

■
平
川 

美
代
子　

さ
ま

６
月
30
日
現
在

●
対
象
／
町
内
在
住
で
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
ま
た

は
親
子

（
子
ど
も
は
小
・
中
学
生
対

象
）

●
日
時
／
８
月
18
日
（
火
）

９
時
30
分
〜
20
時
頃
予
定

●
行
先
／
萩
尾
分
校
集
会
所

（
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
）

●
集
合
場
所
・
時
間
／
オ
ア

シ
ス
篠
栗
1
階
ロ
ビ
ー　

９

時
30
分
集
合

　

衣
裳
室
で
着
付
け
教
室
を

実
施
し
ま
す
。
前
結
び
で
簡

単
に
着
る
こ
と
が
で
き
ま

　

今
、
子
育
て
を
楽
し
み
、

自
分
も
成
長
す
る
男
性
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
で

子
ど
も
と
楽
し
く
安
全
に
遊

ぶ
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
育
に
つ
い
て
の
話

も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
際
に
作
っ
て
み
て
味
見
も

し
ま
す
よ
。

●
日
時

①
９
月
13
日
（
日
）
10
時
〜

12
時
／
０
、１
、２
歳
児

の
父
親
向
け
内
容

②
10
月
４
日
（
日
）
10
時
〜

12
時
／
３
、４
、５
歳
児

の
父
親
向
け
内
容

●
場
所
／
オ
ア
シ
ス
篠
栗
２

●
参
加
費
／
ひ
と
り
６
０
０

円
（
昼
食
・
夕
食
代
込
み
）

●
定
員
／
親
子
合
わ
せ
て
30

組　

※
定
員
に
達
し
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
間

　

８
月
12
日
（
水
）
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会

電
話
ま
た
は
窓
口
に
来
所
し

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

す
。
後
ろ
結
び
で
着
て
い
る

方
も
、
前
結
び
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
期
間

　

９
月
３
日
〜
11
月
19
日

　
（
毎
週
木
曜
日
・
全
12
回
）

●
時
間
／
10
時
〜
12
時

●
場
所
／
オ
ア
シ
ス
篠
栗
２

階
和
室

●
会
費
／
２
０
０
０
円

●
定
員
／
10
人

●
申
込
期
間
／
８
月
４
日

（
火
）
９
時
〜　

定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
／
社
会
福
祉
協

議
会　

衣
裳
室

階　

ふ
れ
あ
い
工
作
室

●
対
象
／
町
内
在
住
、
未
就

学
児
の
子
ど
も
が
い
る
父

親
、
父
親
に
な
る
予
定
の
方

※
夫
婦
で
の
参
加
も
可
能
で
す

●
講
師
／
横
井
寛
之
さ
ん

（
食
と
絵
本
の
移
動
空
間

４よ

５こ

１い

堂
店
長
、
子
育
て
･

親
育
ち
お
助
け
人
、
３
児
の

父
親
、
元
保
育
士
）

●
参
加
費
／
各
回
３
０
０
円

●
定
員
／
20
組　

定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
／
社
会
福
祉
協

議
会　

※
２
回
と
も
親
子
で
参
加
し

ま
す
。託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

催
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
町
か
ら
は
1
チ
ー
ム

（
早
川
博
、
糸
永
勝
利
、
上

田
正
昭
、
姥 

安
一
、
淀
川

清
美
＝
敬
称
略
）
が
出
場
。

ど
の
チ
ー
ム
も
熟
年
で
精
鋭

な
選
手
ば
か
り
で
、
非
常
に

熱
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
手
の
好
プ
レ
ー
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
、
全
９
チ
ー
ム

の
中
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
糟
屋
郡
代
表
と

し
て
、
県
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

篠栗町社会福祉協議会 法人化40
周年記念

第13回 社会福祉大会

　今
年
は
、
昼
の
部
で
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
も
大
衆
演
劇
の
玄
海
竜
二
な
ど

多
数
の
豪
華
役
者
陣
を
迎
え
「
剣
劇
・
舞
踊
シ
ョ
ー
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭

  

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

　夏
休
み
に
楽
し
い
思
い
出
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
萩
尾
の
豊
か

な
自
然
の
中
で
、
そ
う
め
ん
流

し
や
水
遊
び
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
夏
を
楽
し
む
活
動
を
た
く

さ
ん
行
い
ま
す
。

〜
そ
し
て
親
に
な
る
〜

「
父
親
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
参
加
者
募
集

初心者の方大歓迎です

  

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

  

協
議
会
が
時
計
を
寄
贈

　

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
が
設
立
15
周
年
を
記
念

し
、
オ
ア
シ
ス
篠
栗
に
デ
ジ

タ
ル
時
計
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
時
計
は
オ
ア
シ
ス
篠
栗

正
面
入
り
口
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
来
館
の
際
に
ぜ
ひ

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日時　９月６日（日）
・昼の部　13時開場　13時 30分式典
・夜の部　18時開場　18時 30分開演
場所　クリエイト篠栗 大ホール

日時

場所

着
付
け
教
室

生 

徒 

募 

集
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今
月
の
標
語

県
民
ぐ
る
み
で

　
ニ
セ
電
話
詐
欺
を

　
撲
滅
し
よ
う
！
／
夜
遅
く

　
帰
る
あ
な
た
の

　
背
後
に
警
戒
！
／
も
し
か
し
て

　
気
づ
い
て
声
掛
け

　
防
ぐ
詐
欺
／
か
か
っ
て
く
る
か
も

　
家
族
の
「
絆
」
で

　
被
害
ゼ
ロ
！

公益社団法人 福岡県防犯協会連合会

福岡市博多区東公園7番7号
福岡県警察本部内

URL  http://www.fukuboren.com/
☎ 633-3221

No.717

CPくん

参
加
な
ど
の
広
報
啓
発

・
関
連
施
設
な
ど
の
ポ
ス

タ
ー
貼
付
、
高
齢
者
な
ど
に

対
す
る
チ
ラ
シ
配
布 

 

参
加
方
法

・
最
寄
り
の
警
察
署
、
警
察

本
部
へ
の
参
加
申
し
込
み

（
申
込
書
の
提
出
）

 

・
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
参
加
申
し
込
み

 

隊
員
へ
の
情
報
提
供

　
「
ふ
っ
け
い
安
心
メ
ー
ル

（
ニ
セ
電
話
詐
欺
情
報
）」
で
、

最
新
の
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
発

生
状
況
、
被
害
防
止
の
着
眼

点
な
ど
の
情
報
を
随
時
提
供

 

阻
止
功
労
賞
等
の
贈
呈

・
登
録
し
た
団
体
に
所
属
す

る
者
が
被
害
を
阻
止
し
た
場

合
は
、
感
謝
状
と
３
０
０
０

円
相
当
の
品
物
（
50
万
円
以

上
阻
止
し
た
場
合
）
を
贈
呈

・
そ
の
他
、
年
間
を
通
じ
て

優
れ
た
取
り
組
み
を
し
た
団

体
を
表
彰  

●
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
よ

る
阻
止
事
例

　

タ
ク
シ
ー
運
転
手
は
、
乗

客
で
あ
る
70
歳
代
の
女
性

と
雑
談
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

「
息
子
に
お
金
を
送
る
」「
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
」
な
ど
の
断

片
的
な
会
話
内
容
か
ら
、
ニ

セ
電
話
詐
欺
に
遭
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
不
審
に
思

い
、
事
情
を
聴
い
た
と
こ
ろ
、

詐
欺
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

被
害
（
５
０
０
万
円
）
を
未

然
に
防
止
し
た
も
の
。  

●
警
備
員
に
よ
る
阻
止
事
例

　

警
備
員
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
の

裏
で
、
作
業
を
行
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
片
手
に
メ
モ
を
持

ち
、
携
帯
電
話
で
会
話
し
な

が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
い

る
80
歳
代
の
女
性
を
認
め
、

不
審
に
思
い
、
事
情
を
聴
い

た
と
こ
ろ
詐
欺
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
、
被
害
（
還
付
金

詐
欺
の
た
め
、
金
額
の
要
求

は
な
し
）
を
未
然
に
防
止
し

た
も
の
。

　

県
警
は
、
ニ
セ
電
話
詐
欺

の
被
害
が
過
去
最
悪
の
ペ
ー

ス
で
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
被
害

防
止
を
図
る
た
め
、
６
月
15

日
、「
ニ
セ
電
話
気
づ
か
せ

隊
推
進
委
員
会
」
を
発
足
し

ま
し
た
。

　

発
足
式
に
は
、
小
川
県
知

事
を
は
じ
め
、
行
政
や
関
係

機
関
・
団
体
お
よ
び
企
業
関

係
の
代
表
者
な
ど
が
出
席
し

ま
し
た
。 

　

小
川
県
知
事
は
、「
社
会

全
体
で
、
高
齢
者
が
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
見
守
り
、
気

づ
か
せ
あ
う
こ
と
が
大
切
」

と
幅
広
い
参
加
を
求
め
、
ま

た
、
吉
田
県
警
本
部
長
は
、

ニ
セ
電
話
詐
欺
の
撲
滅
に
向

け
、
高
齢
者
へ
の
積
極
的
な

声
掛
け
を
訴
え
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
警
察
本
部
藤
山
捜

査
第
二
課
長
が
「
ニ
セ
電
話

詐
欺
の
現
状
」
を
説
明
し
、

警
察
本
部
生
活
安
全
総
務
課

の
担
当
者
が
「
ニ
セ
電
話
気

づ
か
せ
隊
」
の
設
立
趣
旨
お

よ
び
推
進
概
要
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。 

　
「
ニ
セ
電
話
気
づ
か
せ
隊
」

の
活
動
を
県
民
運
動
と
し
て

社
会
全
体
に
浸
透
さ
せ
る
こ

と
で
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
撲

滅
を
図
り
ま
す
。

　

複
数
名
で
構
成
す
る
各
種

団
体
に
「
ニ
セ
電
話
気
づ
か

せ
隊
」
へ
の
参
加
登
録
を
促

し
、
だ
ま
さ
れ
て
い
る
（
ま

た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
）

高
齢
者
な
ど
に
声
を
掛
け
、

被
害
を
阻
止
す
る
活
動
を
社

会
全
体
に
浸
透
さ
せ
る
も
の

で
す
。

①
ニ
セ
電
話
に
よ
り
、
だ
ま

さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
そ

の
お
そ
れ
が
高
い
人
へ
の
声

掛
け
②
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
被

害
防
止
を
多
く
の
人
に
知
ら

せ
る
広
報
啓
発
活
動 

 

「
ニ
セ
電
話
気
づ
か
せ
隊
」

  

に
想
定
さ
れ
る
活
動
内
容

・
高
齢
者
に
よ
る
金
融
機
関

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
窓
口
な
ど
で
の

多
額
の
現
金
の
引
き
出
し
や

振
り
込
み
、
宅
配
便
に
よ
る

現
金
の
送
付
、
駅
や
空
港
で

の
不
審
な
行
動
（
軽
装
、
メ

モ
紙
を
持
っ
て
の
行
動
）
な

ど
を
認
め
た
場
合
に
お
け
る

声
掛
け

・
隊
員
の
親
族
、
友
人
な
ど

に
対
す
る
注
意
喚
起
、「
ニ

セ
電
話
気
づ
か
せ
隊
」
へ
の

「電話でお金」は すべて詐欺！
すぐに相談・110番！

「
ニ
セ
電
話
気
づ
か
せ
隊
推
進
委
員
会
」発
足
！

「
ニ
セ
電
話
気
づ
か
せ
隊
」
始
動

息
子
に

お
金
を

送
る
の
よ

み
ん
な
で
守
ろ
う
！

主
な
最
近
の
ニ
セ
電
話

詐
欺
の
被
害
阻
止
事
例

200

150

100

50

0

5

4

3

2

1

0
H24 H25 H26 H27.５末

25

57

阻止件数
阻止金額

164 165

0.8
億 1億

4.9
億

4.7
億 被

害
阻
止
状
況

★
金
融
機
関
で
の
阻
止

・
平
成
26
年
中　

80
件

　

２
億
８
１
８
８
万
円

・
平
成
27
年
５
月
末 　

86
件

　

３
億
３
４
５
９
万
円

★
金
融
機
関
以
外
で
の
阻
止

・
平
成
26
年
中　

84
件

　

２
億
１
４
９
６
万
円

・
平
成
27
年
５
月
末　

79
件

　

１
億
４
０
６
７
万
円

●
宅
配
事
業
者
に
よ
る
阻

止
事
例

　

運
送
会
社
職
員
は
、
80
歳

代
の
女
性
か
ら
宅
配
依
頼
を

受
け
た
あ
て
先
が
東
京
都
内

で
、物
品
に
つ
い
て
も
「
本
」

と
記
載
し
て
い
た
が
、
重
さ

が
軽
い
こ
と
か
ら
不
審
に
思

い
、
事
情
を
聴
い
た
と
こ
ろ

詐
欺
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

被
害
（
１
０
０
０
万
円
）
を

未
然
に
防
止
し
た
も
の
。 

●
航
空
会
社
職
員
に
よ
る

阻
止
事
例

　

航
空
会
社
職
員
は
、
80
歳

代
の
男
性
が
、
チ
ケ
ッ
ト
代

を
支
払
う
際
、
バ
ッ
グ
内
の

紙
袋
に
入
っ
た
現
金
を
引
き

出
す
状
況
や
、
携
帯
電
話
番

号
の
記
載
さ
れ
た
メ
モ
紙
を

手
に
「
公
衆
電
話
の
か
け
方

が
分
か
ら
な
い
、
手
伝
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
を
申
し
立

て
た
こ
と
か
ら
、
お
び
き

出
し
の
ニ
セ
電
話
詐
欺
被

害
に
遭
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
不
審
に
思
い
、
事
情

を
聴
い
た
と
こ
ろ
、
詐
欺
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
被
害

（
３
０
０
万
円
）
を
未
然
に

防
止
し
た
も
の
。

本

ＡＴＭ

　

県
内
に
お
け
る
本
年
５
月

末
現
在
の
チ
カ
ン
の
検
挙
件

数
は
、
38
件
（
前
年
同
期
比

マ
イ
ナ
ス
８
件
）、
盗
撮
は

42
件
（
前
年
同
期
比
プ
ラ
ス

27
件
）
で
す
。

　

例
年
、
８
月
を
中
心
に
多

発
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
混
雑

し
た
電
車
や
バ
ス
内
で
は
、

チ
カ
ン
に
遭
う
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
や
階
段
を
昇
る
と

き
、
書
店
や
デ
パ
ー
ト
な
ど

で
の
買
い
物
中
な
ど
は
、
気

づ
か
ず
に
盗
撮
の
被
害
に
遭

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

チ
カ
ン
の
防
犯
対
策

●
露
出
度
の
高
い
服
装
は
危

険
で
す
。
服
装
に
は
気
を
配

り
ま
し
ょ
う
。

●
混
雑
す
る
電
車
内
で
は
、

人
目
に
付
き
や
す
い
場
所
を

選
び
ま
し
ょ
う
。ま
た
、バ
ッ

グ
な
ど
の
手
荷
物
で
身
体
を

カ
バ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
審
な
人
物
が
乗
車
し
た

場
合
、
い
つ
も
乗
る
車
両
を

変
更
す
る
こ
と
も
予
防
の
一

つ
で
す
。

●
万
が
一
、
チ
カ
ン
に
あ
っ

た
ら
、「
チ
カ
ン
で
す
」
と

周
囲
の
人
に
助
け
を
求
め
ま

し
ょ
う
。

盗
撮
の
防
犯
対
策

●
電
車
や
バ
ス
の
中
で
は
、

周
り
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

バ
ッ
グ
な
ど
の
持
ち
物
で
カ

バ
ー
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

●
書
店
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
、

雑
誌
や
商
品
の
買
い
物
な
ど

に
集
中
し
て
い
る
女
性
は
狙

わ
れ
や
す
い
よ
う
で
す
。
警

戒
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
階
段

を
昇
る
と
き
は
、
後
方
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
バ
ッ
グ

な
ど
で
の
ガ
ー
ド
や
、
横
向

き
に
な
る
な
ど
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

　

５
月
末
現
在
の
県
内
の

ひ
っ
た
く
り
発
生
件
数
は
、

１
３
８
件
で
、
前
年
同
期
に

比
べ
14
件
（
マ
イ
ナ
ス
９
・

２
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

ひ
っ
た
く
り
は
、
例
年
、
夏

に
多
発
し
て
お
り
、
性
犯
罪

と
同
じ
よ
う
に
い
つ
被
害
に

遭
う
か
わ
か
ら
な
い
の
が
こ

の
犯
罪
で
す
。
し
か
し
、
平

素
の
心
が
け
や
予
防
対
策
な

ど
、
防
犯
意
識
を
持
つ
こ
と

で
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　

犯
人
は
、
夜
間
、
人
通
り

の
少
な
い
場
所
で
の
一
人
歩

き
の
女
性
を
狙
い
、
そ
の
犯

行
の
多
く
は
バ
イ
ク
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

　

夜
間
の
一
人
歩
き
や
、
前

か
ご
に
バ
ッ
グ
な
ど
を
入
れ

て
自
転
車
で
帰
宅
す
る
場
合

な
ど
は
、
十
分
な
警
戒
が
必

要
で
す
。 

防
犯
上
の
ポ
イ
ン
ト

●
人
通
り
の
多
い
、
明
る
い

道
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

●
バ
ッ
グ
な
ど
は
、
必
ず
建

物
側
に
持
つ
か
、
抱
え
て
持

つ
な
ど
の
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

●
ス
マ
ホ
の
使
用
や
イ
ヤ
ホ

ン
で
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
歩

く
の
は
危
険
で
す
。
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

●
バ
イ
ク
や
人
が
近
づ
く
気

配
が
し
た
ら
、
後
方
を
振
り

返
っ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

チカン 盗撮

200

0

130

64

115

76
38 42

H25 H26 H27.５末

夏は、チカンと盗撮に注意！
ひったくり発生件数

200

150

100

H25.５末

163 152

H26.５末 H27.５末

138138

み
ん
な
の
力
で
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
を
撲
滅
！

県
民
ぐ
る
み
で
、
高
齢
者
を
守
ろ
う
！

キャー！

夏
は
、
ひ
っ
た
く
り
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
‼

「
ニ
セ
電
話
気
づ
か
せ
隊
」

　
　
　
に
参
加
し
よ
う
！

「
ニ
セ
電
話
気
づ
か
せ
隊
」

　
　
　
　
　
　
　
の
任
務

「
ニ
セ
電
話
気
づ
か
せ
隊
」

 

に
想
定
さ
れ
る
活
動
内
容
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　区　分

発生数

　前年対比

死者数

　前年対比

傷者数

　前年対比

1,115

－32

4

1

1,475

32

粕屋署管内

92

12

1

 0

127

29

篠栗町内
累計（6月末日現在）概数

交
通
事
故
発
生
状
況

平
成
27
年

発行日　2015年８月１日

URL:http://www.kasuyananbu-
       shobo.jp/

粕屋南部消防本部
志免町田富170
☎ 935-5111

粕
屋
警
察
署
だ
よ
り

粕
屋
警
察
署
だ
よ
り

27年
5月 強盗 性犯罪 空き巣 忍込み 居空き 部品

ねらい
車上
ねらい 万引き 自販機

ねらい
ひった
くり 自動車盗 オート

バイ盗 自転車盗 合計

篠  栗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
勢  門 0 0 0 0 0 1 0 4 1 0 0 0 3 9
北勢門 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 0 0 0 0 0 1 0 4 1 0 0 0 4 10

やまばと児童館
　　　　☎（947）7047
○8月21日(金)11時～
　わんぱく広場「そうめん流し」(全般)
※竹を切って準備から一緒にします。
○8月31日(月)10時～
　夏の大掃除(小学生)

たけのこ児童館
　☎（947）7252

○8月5日(水)14時～
　篠栗おはなし会による「夏のお話会」(小学生)
○8月21日(金)14時～
　地蔵盆(小学生)

＊寄贈ありがとうございました
　小栁  智紀様(庄区)　遊具
　大神  琉真様(若杉区)　遊具
　黒岩  洸希様(田中区)　遊具

すぎのこ児童館
　　　　　☎（947）6554
○8月20日(木)11時～
　防犯訓練(全般)
○8月28日(金)14時～
　お楽しみ会(小学生)

平成 26年１月生まれ（１歳）

＊お父さんからの一言＊

やさしいお兄ちゃんになってね

大
おおし ま

島　颯
そう

真
ま

 くん
（ベンタナヒルズ区）　

♪か・も・め・の すいへいさん♪
さぁ ! 夏休み！！ いろんな冒険してみようね！！

消
防
職
員
募
集
（
粕
屋
南
部
消
防
組
合
）

※のびのびのへやは、夏休み期間中の
ためお休みです。

※8月13日(木)・14日(金)・15日(土)
は、お盆のため閉館します。

勢
門
校
区
で

自
転
車
盗
が

多
発
し
て
い
ま
す

自
転
車
盗

自
動
車
盗

車
上 

 

ね
ら
い

部
品 

 

ね
ら
い

 

自
販
機

 

ね
ら
い

ひ
っ
た

   
く
り

強

　盗

空
き
巣

居
空
き

万
引
き

忍
び
込
み

性
犯
罪

オ
ー
ト 

バ
イ
盗
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0
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飲酒運転は、
絶対しない！させない！許さない！
みんなの力で飲酒運転をなくしましょう。

県ホームページ「飲酒運転撲滅への取組」
http://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/
insyuuntenbokumetu-torikumi.html
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て
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ま
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す
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飲
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自
転
車
盗
に
注
意

交通安全協会篠栗支部が
表彰を受けました

　

６
月
28
日
、
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協
会
篠
栗
支

部
が
、
長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
の
啓
発
な
ど
に

組
織
を
挙
げ
て
貢
献
し
た
功
績
を
評
価
さ
れ
、
粕

屋
警
察
署
・
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協
会
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
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申  申し込み　　問 問い合わせ

有しない人で年度末までに満 15 歳
以上になる人などに対し、中学校卒業
程度の学力があるかどうかを認定す
るために、国が行う試験です。合格し
た人には高等学校の入学資格が与え
られます。
試験期日／ 10月 28日（水）
試験会場／福岡県吉塚合同庁舎（福岡
市博多区吉塚本町 13-50）
受験案内（出願書類）交付場所／県教
育庁教育振興部義務教育課学事係
（〒 812-8575 福岡市博多区東公園
7-7 福岡県庁北棟 4階）
※郵送を希望する場合は、角型 2号
の返信用封筒（住所・氏名を明記し、
205 円切手を貼付したもの）を同封の
上、上記宛てに請求すること。
願書受付期間／ 9月 11日（金）まで
問／県教育庁教育振興部義務教育課
学事係 　☎ （643）3909
 自衛官募集地域説明会
　自衛官の採用試験や給与など、募集
に関しての説明会を行います。
日時／ 8月 9日（日）15時～ 19時
場所／サンレイクかすや 2 階
研修室 3（粕屋町駕与丁 1-6-1）
内容／自衛隊各種種目に関する採用
試験、給与・手当、職種などの説明
問／自衛隊福岡募集案内所
☎ （607）4826
 福岡県職員採用試験
　（短大卒業程度〈Ⅱ類〉・
　　　　　高校卒業程度〈Ⅲ類〉）
試験日／ 9月 27日（日）
受付期間／ 8月 17 日（月）～ 28 日
（金）（当日消印有効）
※インターネットでの申し込みは、8
月 17日（月）～ 25日（火）
問／県人事委員会事務局任用課
☎ （643）3956
HP ／ http://www.pref.fukuoka.lg.jp/
contents/saiyo.html

一切ありません。なお、流出が確認し
た方への新しい基礎年金番号は、郵送
でお知らせします。
●日本年金機構が、この件でお客さま
にお金やキャッシュカードを要求す
ることは、一切ありません。
●日本年金機構が、この件でお客さま
に ATMの操作をお願いすることは、
一切ありません。

 福岡共同公文書館 講演会
　「戦後 70年目の証言
　　　～未来へのメッセージ～」
講師／元「芙蓉部隊」・艦上爆撃機「彗
星」操縦員　坪井晴隆さん
日時／ 8月 29日（土）14時～ 15時
定員／ 80人（事前申し込み）
参加費／無料
場所／福岡共同公文書館 2階研修室
（筑紫野市上古賀） ※無料駐車場あり
問／福岡共同公文書館
☎ （919）6166
HP ／ http://kobunsyokan.pref.
fukuoka.lg.jp/
 厚生労働省からのお知らせ

～国民の皆さんへ～　
　日本年金機構への不正アクセス事
案では、皆さんの年金情報が流出し、
ご迷惑、ご心配をおかけしています。
申し訳ありません。
　政府は、皆さんの年金を守ることを
最優先に取り組んでいます。併せて、
お気を付け願いたいことがあります。
◆「年金情報流出」を口実にした犯罪
に注意ください！
　日本年金機構を名乗って口座番号
を聞き出そうとする者や「流出した個
人情報を削除してあげる」と持ちかけ
てくる者が現れています。
●日本年金機構から、この件でお客さ
まに電話やメールで連絡することは、

　自分の情報が流出しているので
は？　など、心配の方は、下記専用電
話窓口または近くの年金事務所へ相
談ください。
問／日本年金機構専用電話窓口
☎  0120（81）8211（※通話料無料）　
受付時間／ 8時 30分～ 21時（平日
および土日）
東福岡年金事務所　☎ （651）7967

光る虎の首の伝説 !?
　国史跡・首羅山遺跡

　中世の山寺、国史跡・首
羅山遺跡の開山には、こん
な話があります。
　天平年間に百済から白
山権現が虎に乗ってやっ
てきました。乗り捨てられた虎の猛威を恐れた
村人は虎の首を切り落としました。するとその
首が光ったのです。たたりと恐れた村人はその
首を「羅（薄絹）」で包んで十一面観音を奉り、虎

を供養しました。それで「首羅山」と
いうのだそうです。
　最盛期には 350 の坊があったと
いわれる首羅山は現在整備の計画中
です。山頂には鎌倉時代に海を渡っ
て中国から運ばれた薩摩塔などもあ
ります。今年は、10月 24日（土）の
1日限りの一般公開です。ぜひご参
加ください。

問／久山町教育委員会　☎（976）1111
※国史跡首羅山遺跡についての詳細は、久山町ホームページをご覧ください。

　この企画は、糟屋地区各市町の広報担当者が、
わが町をＰＲし、糟屋地区の地域振興に貢献する
ことを目的として行っています。

首羅山遺跡（絵本のトラ）

首羅山頂のようす

Ⅱ類（短大卒程度） Ⅲ類（高卒程度）

試
験
地

福岡市 福岡市、久留米市
飯塚市、北九州市

採
用
予
定
数

行政事務…49人
教育行政…17人
警察事務…18人

一般事務…35人
教育行政…16人
警察事務…12人
土      木…  3 人

受
験
資
格

平 成 2 年 4 月 2
日から平成8年 4
月1日までに生ま
れた人。

平 成 4 年 4 月 2
日から平成 10 年
4 月 1 日までに生
まれた人。
ただし、大学（短大
除く）在学期間が2
年を超える人を除
く。

 保育士の資格を生かしませんか？
　保育士の資格を持っている方、もう一度保育園で働きませんか？
　働いたことがなくて不安…、大丈夫 !　私たちがサポートします。まず
は、この研修会に参加ください。
開催日／ 8月 26日（水）

応募資格／保育士資格を持ち、保育園への就職・再就職を希望する 65
歳未満の方
参加費／無料 　　応募締切／ 8月 19日（水）
申・問／粕屋中央保育園（担当：橋口）　☎ （938）8746

時間 研修内容 場所

10時～ 11時 30分 保育園での見学・保育体験
希望する保育園

11時 30分～12時 30分 昼食（保育園の給食）

13時 30分～ 15時 現在の保育園事情の話
就職を希望する保育園の園長との話

粕屋町役場
2階大会議室

そのほかの団体から

 創業セミナー・創業塾の開催
　篠栗、粕屋、新宮、久山の 4町の商
工会主催で、無料の創業セミナー・創
業塾を開催しますので、創業を検討し
ている方は、両方あわせて参加くださ
い。この創業塾を受講して事業計画を
作成し、認定を受けた場合、登記にか
かる登録免許税の軽減など創業の際
に支援を受けることができます。
　詳しくは、粕屋管内商工会ビジネス
セミナーガイド（http://kasuya-area-
shokokai.jimdo.com/）をご覧になる
か、篠栗町商工会まで問い合わせくだ
さい。
※セミナー、創業塾とも単独での受講
も可能です。認定を受けるには創業塾
の受講が必要です。
●創業セミナー
日時／ 9月 3日（木）・11日（金）

ともに 19時～ 20時 30分
場所／サンレイクかすや（3日）
中小企業振興センター（11日）
内容／女性起業家の体験談発表、創業
塾の案内など
●創業塾
日時／ 9月 19日（土）・26日（土）
ともに 10時～ 17時 30分　
場所／中小企業振興センター
内容／創業に関する基礎講座、ビジネ
スプラン作成、ワークショップなど
問／町商工会　☎ （947）4141
 粕屋歯科医師会からのお知らせ
　お盆の休日診療を下記のとおり実
施します。
日時／ 8月 13日（木）～ 15日（土）
９時～ 17時
場所／粕屋中南部休日診療所（久山町
久原 3168-1）　☎ （652）3119 

篠栗中学校給食試食会

　篠栗中学校には、全校生徒が一堂に会せるランチルームがあり
ます。生徒たちと一緒に給食を食べてみませんか。希望の方は、次
の要領で申し込みください。

日時／ 9月 3日（木）12時～ 13時 40分
場所／篠栗中学校 2階 ランチルーム「マドレ」
定員／先着 40人
参加費／ 300円（当日受付で）
申込期限／ 8月 7日（金）必着
申込方法／はがきまたは FAXに、代表者氏名・住所・電話番号・
参加人数を記入の上、申し込みください。
献立／麦ご飯、みそ汁、さばの香味焼き、小松菜のごま和え
申・問／〒 811-2405　篠栗町大字篠栗 4727番地
篠栗中学校　担当　髙畠　浩
☎ （947）0536　FAX（948）2002

まちづくり情報を
発信します

このコーナーは、町内の団体などの会員募集のお

知らせや催しごとの案内などを掲載します。

問／役場まちづくり課（内線 332）



広 報 さ さ ぐ り〈くらし〉 平成27年8月1日 No.63615

くらしの情報 申  申し込み　　問 問い合わせ申  申し込み　　問 問い合わせ

　第1回は「かすやの発掘最前線」と
して最新の調査情報、町の文化財自慢
を講演し、第2回はアクロス福岡で「か
すやとアジア」をテーマに糟屋を考え
る講演会を来年3月に実施します。
◆第1回講演会
日時／ 9月 12日（土）13時～ 17時
（受付 12時 30分～）
場所／宇美町立中央公民館 大ホール
（宇美町平和 1-1-1）
内容／プロローグ、糟屋地区各市町か
らの報告、報告の講評とまとめ
参加費／無料
定員／先着 400 人
申込方法／電話またはメール
申込期間／8月4日（火）～9月4日（金）
申・問／宇美町教育委員会社会教育課

 かすや中南部広域
　消費生活センター出張相談会
　悪質商法、多重債務、架空請求、利殖
商法など、契約や取引に関するトラブ
ルについての相談受付、解決のための
アドバイス、斡旋、情報提供を行ってい
ます。（相談無料・予約不要・秘密厳守）
日時／ 8月 12日（水）・26日（水）
10時～ 14時 30分
場所／オアシス篠栗 2階
問／かすや中南部広域消費生活セン

ター（直通）　☎（936）1594
※電話での相談の際は、手元に書類な
どを準備ください。
※来所相談の際は、事前に電話で必要
書類の確認、相談日時の調整をしてお
くと円滑に相談ができます。
 平成 27 年度
　　　中学校卒業程度認定試験
　中学校卒業程度認定試験は、病気な
どやむを得ない事由で、保護者が義務
教育諸学校に就学させる義務を猶予
または免除された人や、日本の国籍を

27 年 5月 ごみの量
（kg）

1日 1人当たり
のごみの量（g）

1人当たりの
前年同月比

燃えるごみ 649,790 665 -4%
燃えないごみ 24,670 25 11%
缶・びん 26,480 27 2%
ペットボトル 3,910 4 5%
粗大ごみ・その他 18,190 19 1%
合         計 723,040 740 -3%

わが町のごみの量
今月の標語

かぎりある
しげんを大事に
使おうよ

北勢門小学校
中山　孝介さん

町防災行政無線テレホンサービス
～緊急放送が電話で確認できます～

　町が発信する火災や災害などの緊急放送が、電話で確認できます。緊急放送
が聞き取れなかった場合などにご利用ください。

テレホンサービス電話番号（音声案内のみ）
フリーダイヤル　０１２０（９３１）２２３

※通話料はかかりません。
※現在は、役場からの緊急放送のみに対応しています（各区などが発信する放送は、
確認できません）。
※電話が集中すると、かかりにくい場合があります。

団体名 日　　時 場　　所
篠栗ボーイズ ８月２日（日）８時～10 時 交番裏多目的広場

和田老人クラブ新寿会 ８月５日（水）８時～10 時 和田公民館前
山王育成会 ８月 22 日（土）９時～ 10 時 山王公民館

和田ジュニアスターズ ８月 23 日（日）
８時 30分～10時 30 分 和田健康広場

庄区公民分館 ８月 23 日（日）８時～ 12 時 庄区公民分館
北勢門フューチャーズ ８月 30 日（日）８時～ 10 時 津波黒公民館
田中区子ども会育成会 ８月 30 日（日）８時～11 時 田中公民館横駐車場
北勢門幼稚園ＰＴＡ ９月４日（金）９時～９時 30 分 北勢門幼稚園
ベンタナヒルズ区
子ども会育成会

９月５日（土）
８時 30分～ 9時 30 分 16 号館ごみ収集場所前

和田老人クラブ新寿会 ９月５日（土）８時～10 時 和田公民館前
乙犬区子供会育成会 ９月６日（日）９時～ 11時 乙犬公民館
明治区育成会 ９月６日（日）８時～ 10時 明治公民館

津波黒子ども会育成会 ９月６日（日）８時～ 10時 津波黒公民館

リサイクル回収（予定）情報
　新聞、雑誌、段ボール、古布、牛乳パック（洗って開いたもの）、アルミ缶、
スチール缶、ペットボトル（ラベルをはずしたもの）、ペットボトルキャッ
プの回収をします。出す方は、時間と場所を確認し、きちんと分別して時間
内に所定の場所に持って行ってください（天候などで、変更になることもあ
ります）。
　　　　　　　　　　　　　　　 問 役場都市整備課環境係（内線 241）

町　か　ら

国・県・他の市町村から

 森林セラピー５周年特別企画
　この秋、森林セラピー基地篠栗は
オープン５周年を迎えます。９月～
12 月は５周年を記念して、篠栗の魅
力満載の「特別企画」を開催します。イ
ベント詳細は、ホームページなどで随
時お知らせします。ぜひ森で過ごす一
日をお楽しみください。
●『ぷら～っと、のるたび！』（ノル
ディックウオーキング）
　ポールの使い方からレクチャーし
ます。初めての方も安心して参加くだ
さい。
日時／９月６日（日）９時～12時30分
参加料／ 1,000 円
定員／ 20 人（最少催行人数５人、中
学生以上）
コース／オアシス篠栗～観音公園～
オアシス篠栗
※ノルディックウオーキング用ポー
ル無料貸出有
●『こころのじかんで知る自分～森林
セラピー、瞑想、ヨガで癒しのその先
へ～』
　日常とは少し違った空間に身をお
いて、「心」のための「時間」を過ごして
みませんか？
日時／９月６日（日）９時～15時30分
参加料／ 5,700 円（食事付き）
定員／ 20人（最少催行人数 10人）
内容／森林セラピー体験（荒田高原）、
ヨガ・瞑想体験（切幡寺）
※天候により一部内容を変更して実

施する場合があります。
※集合・解散場所から開催現地まで
は、国の地域活性化・地域住民生活等
緊急支援交付金を活用して送迎バス
を運行します。
□共通事項
集合・解散場所／オアシス篠栗
持ってくる物／飲み物、タオル、雨具、
両手の空くバッグ
服装／通気性・吸湿発散性の高い長
袖・長ズボン、帽子、履き慣れた運動靴
申／篠栗町観光協会　☎（947）1880
問／役場産業観光課（内線 321）
篠栗町森林セラピー基地HP／http://
www.sasaguri-therapy.jp
 人権相談
日時／9月2日（水）13時～16時（受
付 15時 30分まで）
場所／オアシス篠栗 2 階 相談室
相談員／篠栗町人権擁護委員
問／役場福祉課福祉係（内線 221）
 糟屋地区のルーツを探りつなげる
　　  プロジェクト「発見 ! 糟屋」  
～かすやを知る、アジアを探る
　　　　　　２つの文化財講演会～

　糟屋地区は、近年の発掘調査などに
より、縄文時代から近現代にかけての
遺跡が多く存在することがわかり、日
本の歴史を知る上でも重要な発見が
生まれています。これらの最新の調査
成果を、糟屋地区をはじめ多くの方々
に紹介するため、糟屋地区文化財担当
者会は、教育普及事業として講演会を
開催します。

☎（933）2600　
E-mail／ info@hakkennkasuya.com
 国民健康保険税納税通知書
 同封チラシの記載誤りについての
 　　　　　　　　  おわびと訂正
　7月に送付した納税通知書同封チ
ラシ「篠栗町国民健康保険に加入の皆
様へ　人間ドックと同時に特定健診
が受診できます！」に以下の誤りがあ
りましたので、おわびして訂正します。
訂正箇所／チラシ裏面「○参考事例」
の下のグラフ中の「人間ドック等費用
（受診者負担）」の金額
【誤】237,772 円→【正】23,772 円
※詳細は町HPをご覧ください。
問／役場住民課国保・年金係（内線
215）

お盆期間の「ごみ収集」について

●ごみ収集
　8月13日（木）～15日
（土）は、お盆休みのた
め、ごみ収集はありま
せん。8 月 17 日（月）
から通常どおり収集し
ます。代わりの収集日
はありませんので、計
画を立ててごみを出してください。例年、お盆などの休み明けは、ごみの収集
量が多くなり、通常時より収集までに時間がかかる場合があります。ご理解
をお願いします。

●クリーンパークわかすぎへの自己搬入について
　8月 13日（木）～ 16日（日）は、お盆休みのため、自己搬入ができません。
8月 17日（月）から通常どおり自己搬入できます。
　なお、自己搬入するには、事前に役場都市整備課（9番窓口）で搬入許可証
の申請が必要です。申請の際は、印鑑を持参ください。その際、①住所②氏名
③電話番号④搬入日⑤搬入内容⑥車両番号（4桁の数字）を確認します。
◇料金（ごみ処理手数料）／ 10㎏につき 100円
※クリーンパークわかすぎでお支払いください。
◇搬入できる日時／平日（月～金）および毎月第2・第4日曜日の9時～16時
※ただし、お盆、年末年始については、曜日に関係なく休みです。

●し尿、浄化槽汚泥くみ取り
8 月 13日（木）～ 16日（日）は休みです。8月 17日（月）から通常どおり収
集します。
問／役場都市整備課環境係（内線 241・243）

日　付
ごみ収集日

自己搬入
地　区 種　類

8月13日（木）

休　　み8月14日（金）
8月15日（土）
8月16日（日） 休　み
8月17日（月） 【北側】 燃えるごみ



広 報 さ さ ぐ り 〈くらし〉平成27年8月1日No.636 16

おはなしの会

おはなしの会

おはなしの会おりがみしましょう

おはなしの会

子ども上映会

将棋にちょうせん

ブックスタートブックスタート

ブックスタート

英語えほんのおはなし会

篠栗ボーイズ

■クリエイト篠栗／3日・10日・17日・24日・31日　
■オアシス篠栗／3日・10日・17日・24日・31日
■カブトの森公園／3日・10日・17日・24日・31日
■図書館／3日・10日・17日・24日・27日・31日　　■歴史民俗資料室／13日・14日・15日

今月のお知らせ

心配ごと相談　オアシス
篠栗2階　詳11p詳

心配ごと相談　オアシス
篠栗2階　詳11p詳

地蔵盆 (小学生 )　たけ児 
 詳 13p詳

わんぱく広場「そうめん流し」
(全般 )　やま児　詳13p詳

篠栗町職員採用試験募集締
切　詳7月号15p詳

防犯訓練 ( 全般 )　すぎ
児　詳13p詳

のびのびクッキング予
約開始（9月 3日開催）
 詳 10p詳

篠栗町文化祭参加者募
集開始（9月 18日まで）
 詳 9p詳

ひとり親家庭夏休みふれ
あいデイキャンプ（要申
込） 詳 11p詳

篠栗おはなし会による
「夏のお話会」(小学生 )
たけ児　詳13p詳

着付け教室 生徒募集開
始　詳11p詳

消費生活センター出張相談会
オアシス篠栗2階　詳 15p詳

消費生活センター出張相談会
オアシス篠栗2階　詳 15p詳

人権相談　オアシス篠栗
2階　詳 15p詳

森林セラピー特別企画「ぷら
～っとのるたび」「こころのじか
ん」(要予約 )　詳 15p詳

夏の大掃除 (小学生 )
やま児　詳13p詳

身体障がい者（児）巡回
相談　オアシス篠栗
 詳 10p

夏のクリエイトシネマ　クリ
エイト篠栗大ホール　詳9p詳

お楽しみ会 ( 小学生 )　
すぎ児　詳13p詳

歩こう会（明治）

●10月からマイナンバーが通知されます　詳 1p　●まち・ひと・しごと創生総合戦略 4 つの基本目標　詳 2p
●児童扶養手当・特別児童扶養手当制度　詳 2p　●「よろこびとふれあいのまちづくり」フォーラムが開催されました　詳3p
●篠栗祇園夏まつりの開催と協賛のお礼　詳 4p　●第 33回九州少年柔道大会で優勝　詳 8p
●クリエイト篠栗主催講座受講生募集　詳 9p　●社会保険の被扶養者の方も特定健診が受診できます　詳 10p
●第 13回社会福祉大会　詳 11p　●父親ステップアップ講座参加者募集　詳 11p
●お盆期間のごみ収集について　詳 15p

今月の休館・休園日　

歩こう会（下町） オアシス篠栗開館 15 周
年記念イベント　詳 10p詳

篠栗観光週間
（8日まで )

総合健診（9月分）予約
開始（8日まで）
 申 予約センター申

詳

まちの行事
カレンダー
月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat 日 Sun

2015 年

8月

西側
南側

西側
南側

ごみごみ

ごみごみ

西側
南側ごみごみ

西側
南側ごみごみ

西側
南側

西側
南側

ごみごみ

ごみごみ

西側
南側ごみごみ

ごみごみ

南側
ごみごみ

南側
ごみごみ

ごみごみ北側

ごみごみ北側

ごみごみ北側

ごみごみ北側ごみごみ北側

ごみごみ北側

西側
南側

西側
南側

ごみごみごみごみ北側

ごみごみ北側

ごみごみ北側

西側
ごみごみ

西側
ごみごみ

北側
ごみごみ

北側
ごみごみ

図書館

図書館

図書館

図書館

図書館図書館

図書館

図書館

図書館

図書館図書館

今月の納期

町県民税（2 期）
国民健康保険税（2期）

グラウンドゴルフ

グラウンドゴルフ

グラウンドゴルフ

グラウンドゴルフ

グラウンドゴルフ

リサイクル回収

和田老人クラブ新寿会リサイクル回収

和田ジュニアスターズ
庄区公民分館

リサイクル回収

燃えるごみ 燃えないごみ

※背景色→情報…■　募集…■　催し…■

ごみごみ

集団リサイクル回収   詳15p図書館の催し   詳8p
カブトの森運動公園グラウンドゴルフコース午前中開放

リサイクル回収図書館

グラウンドゴルフ

ごみごみ
詳細 問い合わせ　　　　申し込み詳 問 申

北側
ごみごみ

北勢門フューチャーズ
田中区子ども会育成会

リサイクル回収

ベンタナヒルズ区子ども会育成会
和田老人クラブ新寿会

リサイクル回収
乙犬区子供会育成会、明治区育成会
津波黒子ども会育成会

リサイクル回収

山王育成会リサイクル回収

北勢門幼稚園PTAリサイクル回収

おりがみしましょう図書館

２

９

16

23

30

３

10

17

24

31

１

８

15

22

29

４

11

18

25

５

12

19

26

６

13

20

27

７

14

21

28

ごみ収集休み ごみ収集休み ごみ収集休み
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以下広告枠

●違反広告物
除去作業のお知らせ

◇実施予定
　8月中旬
◇問い合わせ
　役場都市整備課
　（内線244）

掲載枠

平成27年 9月号 1枠

10月号 2枠

11月号 2枠

12月号 2枠

平成 28年 1月号 2枠

2月号 2枠

3月号 3枠

4月号 3枠
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●
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税の無料相談 ( 要予約 )
申 問 申・問  商工会




